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節 課題の設定

資本制社会

この商品資本

く，生産手段

生産，すなわ

模で，或いは

この減価や

における商品の過剰生産は，

の減価ないし価値破壊は，社

や有価証券などの形態にある

ち平均利潤を確保できない資

一国の規模で，またある時に

価値破壊が社会的規模で，か

商品形態にある資本の減価

会的総資本の再生産過程を

諸資本の減価や価値破壊と

本の大量的存在と，その減

は一つの産業部門だけでも

つ急激に生ずれば，それは

ないし価値破壊をもたらす
）
。

通じて，商品資本だけでな

なって現れる。資本の過剰

価や価値破壊は国際的な規

生ずる。

「全般的過剰生産」恐慌と

なり，緩慢に

殊歴史的な形

恐慌や不況は

は私的資本制

や不況となっ

価値増殖さ

そして，この

進行すれば，慢性的不況とな

態を通じて社会的再生産を行

資本制経済に内在する基本的

的な形態にあるという体制的

て不可避的に発現するのであ

れた商品の貨幣への転化過程

過程は，資本相互間，あるい

る。こうした恐慌や慢性的

なう資本制社会では必然的

矛盾，すなわち，生産が社

な矛盾が，生産と消費の矛

る。

は，生産された商品の価値

は資本と消費者との取引関

不況は，資本蓄積という特

な現象である。換言すれば，

会的性格をもつのに，領有

盾となり，その矛盾が恐慌

を実現する過程でもある。

係を通じて行われる。だが，

これらの取引

増殖させるこ

社会的再生産

なわち賃金に

れが私的資本

盾である。

は価値実現のために必要な過

とはない。資本相互間の取引

という視点からみれば，最終

規定された消費能力の社会的

制的領有形態による無政府的

程であっても，この社会的

は，最終消費からは相対的

消費過程における労働者階

限界のため，決して容易に

な生産と制限された労働者

な過程では価値を社会的に

な独自性をもっているが，

級の限られた支払能力，す

行われるものではない。こ

階級の消費との構造的な矛
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こうした社会

引資本，商品取

行わない流通過

立命館経済

的総資本の運動における価値

引資本，さらには商業資本が

程において，利潤を追求する

学（第 巻・第３号）

実現過程の困難性を個別的に

登場してくる。なお，この商

資本であり，工業資本
）
の一部

解決しようと，貨幣取

業資本は，価値増殖を

分が切り離され，社会

的分業の一環と

さて，この商

工業資本の回転

象に過ぎないの

た。

工業資本の販

運動の中に含ま

して独立してきたものである

業資本の登場によって，工業

を早めて実現利潤率
）
を高める

だが，ともかく個別的には価

売部門が社会的に分離するこ

れ，かつ利潤の分配関係に参

。

資本は，価値実現過程の期間

だけでなく，社会的再生産か

値実現の困難性を，ある程度

とによって形成された商業資

加する。これらの点について
）

を短縮し，そのことが

ら見ればあくまでも仮

回避できるようになっ

本は，社会的総資本の

は，すでにマルクスが

『資本論』（第

この商業資本

資本家は，彼が

きで需要者に賃

この期限を付し

すようになり，

資本は商品貸付

さらに商品貸

巻）の中で詳しく論じたこと

家は，やがて商品の販売だけ

所有する商品を他人へ販売す

貸し，需要者が商品を消費す

た商品貸付という行為は，社

この役割を果たすことによっ

資本へと転化する。

付資本の社会的機能が普遍化

である。

でなく，商品を賃貸するよう

るのではなく，その商品の消

る期間に応じて，一定の使用

会的分業によって独立し，一

て「一定の利益」を獲得でき

してくれば，工業資本の派生

になる。すなわち商業

費（利用）権を期限付

料を取得するに至る。

つの社会的役割を果た

るようになれば，商業

的形態である商業資本

だけでなく，工

本として，流通

社会的分業の一

独自的な資本蓄

もっとも，商

（金貸業）とし

ものとして現れ

業資本はもとより，貨幣貸付

過程（社会的再生産過程）の

環となり，それ独自の資本蓄

積構造とその運動法則を明ら

品貸付という社会的行為は

て存在している。その場合の

る。そして商品貸付資本が利

資本，また利子生み資本（信

中へ参入するようになる。こ

積運動を展開するようになる

かにすることが本稿の課題で

，資本制経済に先行して，商

商人資本や貨幣貸付資本の運

子を取得するという限りでは

用資本）も商品貸付資

うして商品貸付資本は

。この商品貸付資本の

ある。

人資本や貨幣貸付資本

動は，利子を取得する

，経済学的に大きな問

題はない。だが

つうじて資本蓄

また，商品貸

れだけではない

する。商品貸付

的な問題につい

なお，商品の

，ここで検討対象としている

積を行う資本，すなわち商品

付業を行う場合には，貸付用

。貸付用の商品を保管する倉

資本の運動法則を解明を目的

ても，若干の理論的検討をし

貸付独占や国家による貸付規

のは，商品を「期限付き」で

貸付資本の独自的な運動法則

の商品を入手し，保持してい

庫や運搬手段の確保，それに

としている本稿では，この運

ておく。

制という問題は捨象する。も

賃貸するという行為を

である。

なければならない。そ

要する労働力を必要と

動に伴って生ずる付随

ともと，価値実現の困

難性という資本

題を避けること

この問題につい

さらに，上述

検討すべき問題

のか，その価値

制経済の矛盾を前提とした商

はできない。だが，独占利潤

ては深く論究できないという

の文章で，商品貸付資本が取

を提起する段階においては，

論的な検討を行っていないか

品貸付資本の運動である以上

という範疇を導入していない

論理次元上の制約がある。

得するものを「一定の利益」

この「利益」が，利子，利潤

らである。逆に言えば，商品

，国家規制や独占の問

本稿の論理段階では，

と曖昧にしているのは，

，あるいは超過利潤な

貸付資本の運動を検討
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することによ

を行うのが本

ところで，

商品貸付

って，この「一定の利益」が

稿の中心的な課題なのである

商業資本であれ，貨幣貸付資

資本と擬制価値（杉野）

どのようにして生まれてく

。

本であれ，これらの資本が

るのか，その価値論的検討

商品貸付資本へと転化する

ためには，商

した需要が常

媒介する商品

のため，商品

いかに形成さ

段について詳

問題の核心

品を「一時的に」（期間を限

に存在するということが前提

が生産手段であるか，消費手

貸付資本の運動とこれに対応

れるかという論理については

しく検討することにした。

は，この貸付商品価格（料金

定して）賃借するという社会

となる。この社会的需要の

段であるかという貸付商品

するこの社会的需要の関係

，第四節で生産手段につい

）を価値論的にどのように

的需要が形成され，そう

存在形態は，賃貸借関係を

の種類によって異なる。そ

，すなわち商品貸付価格が

て，そして第五節で消費手

解明するかということにあ

る。その解明

びその運動諸

場において，

討しなければ

翻って，

レンタル産業

た生産的産業

かも多様な形

のためには，商品を賃貸する

形態，さらには，賃貸借され

つまり賃借側の運動との関連

ならない。

世紀の初頭という現段階にお

として現れ
）
，その貸付対象は

部門はもとより，レジャー産

態で広範に展開している。ま

側（供給者）と賃借する側

る商品の種類によって，商

で，どのように変化するの

ける商品貸付資本は，一般

，各種の製造業をはじめ農

業やスポーツ産業などの消

た，この商品貸付資本は，

（需要者）の存在形態およ

品貸付資本の運動法則が市

かというように具体的に検

的にはリース産業あるいは

業，運輸業，建設業といっ

費的産業部門において，し

単に動産的な商品を貸し付

けるだけでな

いる。ホテル

方法
）
として，

時代的制約

てはいるもの

るが，それは

しかも，貨

く，土地と結合した商品，例

業や貸室業もこれに属する。

期間を限定して賃借する方法

のためか，マルクスの『資本

の，商品貸付資本については

極めて限定された範囲に留ま

幣取引資本という範疇につい

えば工場貸付資本や住宅貸

さらに，需要構造としても

がとられるようになってき

論』では，商品取引資本や

それほど多く論じていない

っている。

ては，貨幣貸付資本や信用

付資本としても現れてきて

，設備・備品の新しい調達

ている。

貨幣取引資本について論じ

。あるいは論じられてはい

貸付資本というように，そ

の具体的な内

あり，また利

商品をも含ま

本稿では，

ことにする
）
）と

やそうした理

容を表示するような範疇とし

子生み資本という範疇の概念

せるべきではなかったかとい

貨幣取引資本という範疇設定

。しかしながら， エンゲル

いう用語，すなわち「価値実

論次元の価値諸範疇（例えば

て設定したほうが適切では

についても，貸付物件の中

う疑問もある。

や概念規定に関する問題そ

スが意図的に用いたと思わ

態をもたないものが価格をも

虚偽の社会的価値
）
など）に

なかったのかという疑問も

に，貨幣や信用と併せて，

のものについては論じない

れる「架空資本」（

つ」という諸範疇の存在

ついては，これを十分にふ

まえながら論

る商品貸付資

理を展開していきたい。そう

本の運動を本質的に解明でき

でなければ，危機に直面し

ないからである。

た資本制経済のもとにおけ

（ ）
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第二節 商品貸

学（第 巻・第３号）

付資本の概念規定と種類

商品貸付資本

「一定の利益」

定である。つま

権だけを販売す

賃貸期間，借用

もに商品貸付業

とは，商品を販売するのでは

を取得する資本のことである

り，商品貸付資本は，ある商

るものであり，商品の所有権

者にとっては賃借期間だが，

者のもとへ返却されることに

なく，期限を付して，商品を

。これが商品貸付資本の一般

品の価値及び使用価値を一定

を譲渡するのではない。貸付

その期間が経過すれば，賃貸

なる。この返却された商品は

賃貸することによって

的かつ本質的な概念規

の期間内における使用

られた商品は，一定の

料（利益を含む）とと

，使用期間中に移転し

た価値部分を差

この商品賃貸

れば，その商品

自然災害など）

この商品貸付資

これらの諸事

ていることを明

まず第一の特

し引いた残りの価値，すなわ

借関係が幾たびか繰り返され

の使用価値および価値はなく

によって，貸付商品の使用価

本の価値も減少する。

象は，商品貸付資本の運動が

らかにしている。

質は，商品貸付資本が貸し付

ち残存価値をもつ。

，やがて，その貸付商品の物

なる。また，何らかの事態

値及び価値が減少することも

，貨幣貸付資本の運動とは異

ける商品は多様な使用価値と

理的耐用年数が到来す

（例えば新製品の登場や

ある。この場合には，

なる三つの特質をもっ

価値をもっているとい

うことである。

その賃貸借関係

であるかによっ

ば，この商品貸

特質である。

第二の特質は

の特質との関連

つまり商品貸付資本は，一定

の具体的な態様は，貸付商品

て異なる。貨幣や信用の貸付

付資本の運動形態が諸商品の

，貸し付ける商品は，一定の

では，商品貸付資本となりえ

の期限を付して商品の使用権

の使用価値が生産手段である

では，その使用価値が問題に

使用価値によって異なるとい

物理的耐用年数をもっている

ない商品も存在することにな

を貸し付けるのであり，

か，あるいは消費手段

ならないことを考えれ

う点は，一つの大きな

ということである。こ

る。すなわち，商品の

使用価値が極め

値が消滅してし

っては，貸付資

付資本の特質で

貸付商品資本

資本，すなわち

まり，物理的耐

て短いもの，例えば果物のよ

まうサービス商品などは，貸

本の形態に転化できない商品

ある。

がもつ，この特質は，物理的

利子生み資本の運動とは決定

用年数と同じ期間で賃貸した

うに腐敗し易いもの，またそ

付対象とはなりえない。つま

もある。このことも，貨幣貸

耐用年数が問題とならない貨

的に異なり，資本蓄積の上で

場合には，その商品を販売し

の使用と同時に使用価

り使用価値の種類によ

付資本にはない商品貸

幣貸付資本や信用貸付

大きな意味をもつ。つ

たのと実質的に同じこ

ととなり，した

品貸付資本に特

第三の特質は

商品が生産手段

その商品を賃貸

馬場克三教授

がって，この場合には，貨幣

有の蓄積運動を解明すること

，商品貸付資本が取り扱う商

の場合には，他の商品へ価値

しないで，単に保持している

は，「減価」という範疇を財産

貸付資本と同じく，利子を取

ができなくなる。

品の価値は，それが賃貸され

移転し，消費手段の場合には

場合も，使用価値及び価値は

的減価と価値移転的減価とに

得する運動となり，商

，使用されれば，その

消滅していく。また，

自然的に減少していく。

区別し，その財産的減

（ ）



価については

財産の市場価

の出現，天

商品貸付

， シュミットの

格の変動，なかんずく，その

災その他偶発的災厄の作用等

資本と擬制価値（杉野）

と

再生産価格の低落，同一目

によって現存固定財産の価値

いう用語を援用し，「固定

的に役立つヨリ優れた発明

に減価を生ずる場合であ

る
）
」と規定し

馬場教授が

としたもので

少する諸形態

減価というよ

の表現はとも

ている。また，「価値移転的

という用語を援用して，「固

研究対象としているのは，固

はない。もし，商品一般の

を， 商品価値の自然的減損

うに三つに区分する必要があ

かく， と が区分されない

減価」についても，同じシュ

定財産の生産物への価値移

定資本の「減価」であり，

「減価」について問題にする

， 他生産物への価値移転

る。馬場教授が「財産的減

ままとなっている。それは

ミットの

転
）
」と規定している。

商品一般の「減価」を問題

のであれば，商品価値が減

， 市場価格の下落による

価」という場合には，用語

馬場教授が だけを研究対

象としている

であろう。

ところで，

中には，固定

形態の ，

判りやすく

転する があ

錆や腐敗など

ために， 以外の価値減少を

本稿が検討対象としているの

資本だけでなく，流動資本や

， の全てが関連してくる。

言えば，貸付商品の価値減少

る。だが，それだけではない

によって，自然的に減損する

「財産的減価」と一括して

は商品貸付資本の運動であ

消費手段も含まれている。

には，その商品の生産的使

。商品形態にある資本は，

性質をもっている。それを

，研究対象から外したから

り，貸付対象となる商品の

つまり，商品価値の減少諸

用（消費）によって価値移

そのままの状態であれば，

防ごうとすれば，保管費や

保全費が必要

は市場価

レーションな

価しない場合

このように

価値減少形態

る商品価値の

となる。いずれにせよ，それ

格の低落による本来的な減価

どで貨幣価値が減価する場合

がありうるし，逆に増価する

，商品の価値減少には三つの

の全てが関連している。その

減価や価値破壊である。

らは の現象形態である。

である。この場合に注意し

でも，商品形態にある資本

こともあるということであ

形態があるが，商品貸付資

うち，特に問題となるのが

ておくべきことは，インフ

は相対的にではあるが，減

る。

本の運動には，この三つの

， の市場価格の低落によ

以上，商品

資本の運動と

担う商品が

用年数の存在

そこで貸付

年数の長短に

うになる。

貸付資本の運動がもつ三つの

大きく異なる。したがって，

もっている三つの特質，すな

，「財産的価値」の減少とい

対象となる商品の種類である

よって商品貸付資本が取り扱

特質について明らかにして

商品貸付資本について検討

わち使用価値の差異（種差），

うことを念頭におかなければ

が，その種差は余りにも多

う商品の具体的な存在形態

きた。その特質は貨幣貸付

する場合には，その運動を

限定された貸出期間と耐

ならない。

すぎる。したがって，耐用

を区分してみると，次のよ

商品貸付資

倉庫，店舗，

工作機械，建

較的永く，か

れらを賃借す

数が永い商品

本となる商品の中で，貸付期

住宅等），乗り物（航空機，

設機械，情報機器等）などが

つ高価であることが特徴であ

るのは，主として機能資本家

でも，賃借期間が永いとは必

間が比較的長期なものとし

船舶，電車の車両，トラック

あり，これらの貸付商品は

る。また，これらの商品は

であり，工業資本家である

ずしも言えない。それは，

ては，例えば建物（工場，

等），機械類（医療機械，

概して物理的耐用年数が比

概して生産手段であり，こ

。もっとも，物理的耐用年

この賃借期間の長短が賃借

（ ）



者による市場状

短期的な貸付

車，ヨット，ボ

立命館経済

況の判断によって決まるから

商品としては，建物（貸別荘

ートなど）をはじめ，スポー

学（第 巻・第３号）

である。

，ホテル，カラオケなど）や

ツ用品，旅行用具，各種の衣

乗り物（乗用車，自転

装（儀式用，演技用，

体験用［舞妓姿

報機器，耕運機

日常的に所有す

との関連でみる

これらの商品

って，商品の種

価な消費手段で

など］），教養・趣味・鑑賞用

，雑穀機など）がある。これ

る必要のないものが多い。つ

と，割高感が伴う商品である

を一覧すれば，概して消費手

類に基づいて，賃借する階級

あっても，金銭的に余裕のあ

品（書物，ビデオ，楽器，

らは相対的に高価で，かつ一

まり，当該の商品を購入した

。

段であり，しかも，その商品

や階層を一義的に対応させる

る階層だけが借用するとは限

植木など），機械類（情

時的には必要であるが，

のでは，その使用期間

は多様である。したが

ことは困難である。高

らない。まさに金銭的

な余裕がないた

このように，

的には論じえな

関連では，階層

さらに現代的

とである。たと

を生産過程（サ

して，別の使用

めに，一時的に借用する階層

消費手段の賃借関係について

い。しかしながら，「消費」

的に検討することが必要とな

な問題としては，この貸付商

えば，「派遣労働力」という

ービスを含む）で直接に消費

者に賃貸するのである。労働

も多いからである。

考察する場合には，階級や階

という視点からは，商品の種

る場合もある。

品の中に「労働力」が含まれ

範疇がそれである。この場合

するのではなく，雇用者は労

力は原理的には，あるいは生

層という視点から一義

差や賃貸期間などとの

るようになってきたこ

は雇用者が労働力商品

働者の労働力を商品と

理的には一日で消費さ

れる。その限り

で，その再生産

のになる。なお

ところで，も

生産との関連で

ては，これを社

である。

で，この労働力という商品の

的側面に視点を合わせれば，

，この労働力の賃貸関係に関

う一つの検討課題は，商業資

どのように把握するかという

会的再生産という視点から，

耐用期間は短いが，労働力は

この労働力という商品の耐用

する考察は別の機会に譲るこ

本の転化形態である商品貸付

ことである。すなわち，商品

価値論的に明らかにしていく

日々に再生産されるの

期間はかなり長期なも

とにした。

資本の運動を社会的再

貸付資本の運動につい

必要があるということ

マルクスは

資本として機能

理解している。

して機能してい

だが，単なる

通過程」におい

否定しているわ

『資本論』の中で，「流通行為

するのではない
）
」と述べ，社

つまりマルクスは商品形態に

るに過ぎないとしている。こ

「流通行為」という社会的再

て，商品を貸し付ける資本と

けではない。

では，商品資本はただ商品と

会的再生産の中で果たす商品

ある資本が流通過程にある限

れはこれで正しい。

生産における機能だけでなく

して運動することがある。マ

して機能するだけで，

資本の機能を限定的に

り，それは「商品」と

，この商品資本が「流

ルクスも，このことを

しかしながら

場合でも，マル

る。

「もし貸し出

するような仕方

部分，つまり定

，商品形態にある資本（商品

クスはそれを「貨幣資本の特

されるものが貨幣でも流動資

で行われる。貸し手は定期的

期的に磨滅分の等価とを受け

資本）が貸し付けられて商品

殊な一形態でしかない
）
」とし

本でもないならば，その返済

に利子と，固定資本そのもの

取る。そして，貸付期間の終

貸付資本へと転化する

，次のように述べてい

もまた固定資本が還流

の消費された価値の一

わりには，貸し付けら

（ ）



れた固定資本

やはり流動資

この文章か

商品貸付

の未消費部分が現物で帰って

本の還流の仕方で貸し手のも

らも判るように，マルクスは

資本と擬制価値（杉野）

くる。もし貸付られる資本

とに帰ってくる
）
」

商品貸付資本という範疇を

が流動資本ならば，それは

設定してはいないが，その

運動を社会的

という視点か

マルクスは生

題として論及

把握するに留

これは後に

つまり貸付商

再生産の一環として理解して

ら，生産過程において商品貸

産手段を固定資本と流動資本

しているに過ぎない。だから

まってしまうのである。

詳しく論ずるが，商品貸付資

品を生産手段だけに限定し，

いる。しかしながら，マル

付資本が介在することだけ

に区分し，それが貸付られ

，商品貸付資本を貨幣資本

本の運動を生産過程におけ

しかも貸付期間という要因

クスは生産手段の所有関係

に限定している。つまり，

た商品である場合の償還問

の特殊な一形態としてのみ

る生産手段に限定すれば，

を無視するのであれば，こ

の賃貸関係を

だが，商品

を行うように

産における機

とはない。そ

また商品貸付

点を導入する

繰り返すこ

貨幣貸付資本の特殊な形態と

資本が「商品として機能する

なれば，すなわち商品形態に

能も異なったものとなる。し

うなると，商品貸付資本の運

資本で問題になる使用価値の

ことが必要となってくる。

とになるが，マルクスは，こ

して把握することもできる

だけ」ではなく，それが貸

ある資本が商品貸付資本へ

かも，貸付られる商品は生

動について理論的に検討す

差異や貸付期間についても

の商品貸付資本の形態を生

。

付資本として独自的な運動

と転化すれば，社会的再生

産手段だけに限定されるこ

べき内容も変わってくる。

，マルクスとは異なった視

産手段（固定資本と流動資

本）に限定し

の一般的な運

耐用年数と同

的に解明する

社会的再生

第一に，商品

ということで

ており，そうした限定がある

動について解明するのには，

じものとして理論的に設定さ

ことはできない。

産における商品貸付資本の運

の貸付期間と物理的耐用年数

あり，第二に，使用価値とい

以上，消費手段が含まれて

これだけでは不十分である

れているが，これでは商品

動を解明するには，二つの

が異なるということ，すな

う視点からみた商品の区別

いないので，商品貸付資本

。また，貸付期間も物理的

貸付資本の蓄積運動を本質

ことが決定的に重要である。

わち前者が後者よりも短い

，つまり貸付られる商品を

生産手段と消

第一の場合

れは実質的に

定して商品を

の点は既に述

第二の場合

しも同じでは

費手段という使用価値から一

には，もし，商品貸付期間が

は商品を販売したことと同じ

貸し付けるという行為よって

べておいたところである。

には，貸付商品の消費にとも

ないし，また，貸付期間とし

般的に区別するということ

商品の物理的耐用年数と同

結果になる。だから，この

生ずる資本蓄積の仕組みを

なう「減価」の過程は生産

て現れる借用する側（借用

である。

じであると設定すれば，こ

場合には，一定の期間に限

明らかにしえなくなる。こ

手段と消費手段とでは必ず

者）の目的も決して同じで

はない。つま

よって，資本

このことは

おいては，商

付ける商品の

他方では借

り，価値論的にみた場合，賃

蓄積の仕組みが異なってくる

貸し手と借り手にそれぞれ固

品貸付資本は「一定の利益」

貸出期間と耐用年数およびそ

用者の借用目的，すなわち借

貸する商品が生産手段であ

のである。

有の問題があることを示唆

を得なければならないし，

の「減価」過程を問題にし

用する商品が営利目的なの

るか，消費手段であるかに

している。つまり，一方に

そのここと関連して，貸し

なければならない。

か，それとも消費目的なの
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かという問題が

得るのかという

者であれば，借

立命館経済

ある。前者であれば，その商

メカニズムを「限定された借

り手の消費目的が異なるので

学（第 巻・第３号）

品を借用することによって，

用期間」という視点から解明

，借用した商品の消費目的と

どのようにして利益を

する必要があるし，後

支払い能力の関連を具

体的に検討して

このように，

にある。このこ

が形成されるメ

いかねばならない。

商品貸借関係の背後には，貸

とを踏まえて，資本制経済の

カニズムを検討していかなけ

第三節 商品

し手と借り手の運動に，検討

もとにおける貸付商品の価格

ればならない。

貸付価格の論理的構成

すべき問題がそれぞれ

，つまり商品の賃貸料

本節では，商

商品貸付価格が

経済関係をとり

格が成立するの

かねばならない

まず，資本制

こう。

品貸付価格が成立する経済関

成立するためには，その商品

結ばねばならない。つまり商

であり，その論理的必然性を

。

社会において，商品貸付業者

係について，これを論理的に

の賃貸者と，その賃借者が社

品をめぐる資本制的賃貸借関

，供給者と需要者という二つ

が登場してくる必然性につい

明らかにしていきたい。

会的に存在し，一定の

係によって商品貸付価

の側面から解明してい

て，簡単に検討してお

一般に，工業

資本の回転期間

や生産した商品

極めて強くなる

この商業資本

の資本回収を解

実現されたわけ

資本は生産過程に投下した資

を短縮する必要がある。とり

の使用価値が時間とともに急

。このため，工業資本は，一

は，流通過程において，商品

決するのであるが，社会的再

ではない。その価値実現を市

本と利潤を回収し，かつ実現

わけ商品（商品資本）の過剰

速に減少するような商品の場

定の利潤を商業資本へ譲渡し

の販売（価値実現）過程を担

生産という視点からみれば，

場において行い，商品販売と

利潤率を高めるために

生産が生じている場合

合には，この必要性は

て売り渡すことになる。

い，工業資本にとって

生産された商品は価値

いう運動を通じて価値

増殖を行うのが

現はそう容易で

貸してでも，商

という社会的要

利子を追求す

あるならば，こ

本が，商品貸付

，商業資本の社会的役割であ

はない。その価値実現が困難

業資本は，投下した資本と利

因によって，商業資本は商品

る貨幣及び信用貸付資本も，

れまた商品貸付資本へと転化

期間を，その商品の物理的耐

る。だが，現実には，商品の

な場合には，商品を販売する

潤を回収しようとする。つま

貸付資本へと転化するのであ

商品貸付という運動に，それ

するであろう。しかしながら

用年数と同じとし，利子を追

販売，すなわち価値実

のではなく，商品を賃

り，価値実現の困難性

る。

固有の「メリット」が

，貨幣及び信用貸付資

求するのであれば，こ

の運動形態をと

商業資本から

して商品貸付を

を物理的耐用年

ぶことにしよう

以上，商品貸

る商品貸付資本は，貨幣及び

，あるいは貨幣（信用）貸付

行い，利潤追求をする場合に

数と同じくして，利子を追求

。そして本稿で検討対象とす

付資本が登場してくる論理的

信用貸付資本の特殊な形態に

資本から転化した商品貸付資

は，これを商品貸付資本の第

する場合には，これを商品貸

るのは，この第一形態にある

必然性について説明してきた

留まる。

本が，一定の期限を付

一形態とし，貸付期間

付資本の第二形態と呼

商品貸付資本である。

。だが，そうした商品
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貸付側の運動

商品貸付に対

ところで，

商品貸付

だけでは，商品貸付資本は社

応する社会的需要がなくては

資本制的貸付商品に対する社

資本と擬制価値（杉野）

会的に存在することができ

ならない。

会的需要であるが，これま

ない。すなわち，資本制的

た資本制社会を前提として

説明する必要

資本制社会

潤追求を行う

である。

第一の部類

すなわち，そ

きないような

がある。

における商品賃借者は，二つ

資本家である。第二の部類は

の商品賃借者，すなわち工業

の商品を購入して操業した場

価格である場合，彼は操業を

の部類に分かれる。第一の

，自己の欲望充足のために

資本家は，販売市場におけ

合には平均利潤，あるいは

断念するであろう。しかし

部類は，商品を賃借して利

商品を賃借する最終消費者

る商品の価格が高い場合，

超過利潤を挙げることがで

ながら，一定の期間であれ

ば，その高価

合がある。そ

第二の部類

用する必要が

以上，商品

背景について

存在するよう

さらに，商

な商品を比較的少ない費用で

の場合に，この工業資本家は

の商品賃借者は，自己の欲望

無い場合，これを短期的に賃

の使用価値を念頭におきなが

簡単に説明してきた。そして

になったのが，第一形態の商

品貸付資本の運動について，

借用し，平均利潤以上の利

商品（生産手段）を賃借す

を充足するのに，商品を購

借することによって，経費

ら，社会的需要（商品賃借

，この二つの部類の社会的

品貸付資本である。

いっそう深く考察する場合

潤を挙げることが可能な場

るのである。

入して，それを長期的に利

を節減することができる。

者）が登場してくる社会的

需要に応えるために登場し，

の問題点を示唆しておこう。

商品の機能

ように，段階

会的に強制さ

の諸要因を踏

稿では，まだ

本論へ戻ろ

一定の期間で

（使用価値）が，例えば情報

的に，かつ急速に，しかも意

れることになる。だが，この

まえた論理を展開する必要が

具体的に取り扱うことができ

う。一方で，商品の価値実現

あれば，商品を賃借しても，

機器のバージョンアップや

図的に行われる場合には，

場合には独占，あるいは国

ある。したがって，これら

ない。

の困難性を突破する手段と

利潤を追求できる産業資本

自動車のモデルチェンジの

商品の賃借という形式が社

家権力や国際市場関係など

の諸要因を捨象している本

しての商品賃貸，他方で，

や自己欲求を満足させるこ

とができる需

る。この場合

関係である。

さらに，こ

貸付資本が社

つとして成立

このような

要者，この両者が市場で日常

に，銀行資本，あるいは商業

の商品賃貸という行為によっ

会的に登場してくることにな

してくるのである。

商品賃貸関係は，資本制社会

的に出会う場合に，商品賃

資本を媒介とすることもあ

て，平均利潤が一般的に得

る。つまり，商品賃貸借関

に先行する諸社会において

貸借関係が社会的に成立す

るが，それは副次的な経済

られるようになれば，商品

係が資本制的経済関係の一

も部分的には見られたこと

である。とは

再生産が支配

おいてである

すなわち，

難となるよう

ると同時に階

いえ，この商品貸付資本が全

的になり，さらに資本制経済

。

一方においては，資本制経済

な時点で現れ，他方では労働

級的貧困化が深刻化してくる

面的に展開してくるのは，

の内的諸矛盾が露呈してく

における生産と消費の矛盾

者階級をはじめとする国民

段階においてである。

機械制大工業による社会的

るような一定の発展段階に

による商品価値の実現が困

生活の消費形態が多様化す
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ところで，こ

少する。なぜな

商品の物理的耐

立命館経済

れらの貸付られる商品は，使

ら使用価値が価値の担い手だ

用年数だけでなく，その経済

学（第 巻・第３号）

用すれば使用価値は減少し，

からである。したがって，商

的な，ある場合には，社会的

それとともに価値も減

品貸付資本としては，

な耐用年数をも考慮し

た賃貸料を設定

この貸付商品

格を物理的耐用

述しているよう

る
）
」のである。

だが，資本制

いて存在すると

しなければならない。

の賃貸料は，原理的には，す

年数で除し，それを賃貸期間

に，商品貸付資本は，「定期

経済が発展した段階では，利

は言え，現実社会の中におい

なわち商品貸付資本の側から

に乗じたものに等しい。この

的に利子と，――定期的に磨

子を追求するという貨幣貸付

ては，それだけでは商品貸付

みれば，商品の販売価

点では，マルクスが前

滅分の等価とを受け取

資本の原理が一方にお

資本の運動をすべて解

明することはで

権を貸し付ける

場合，この貸付

料金の算定基準

商品価値の使

態としての商品

れる。あるいは

方式が採られる

きない。なぜなら，商品貸付

のであり，商品貸付量と貸付

期間中に，どれだけの価値量

となる。

用（消費）量の算定は，減価

貸付資本であれば，物理的耐

貸付期間内における貸付商品

ので，経済学としては，特に

は貨幣を貸し付けるのではな

期間が賃貸料の大きさを規定

が使用（消費）されるのか，

償却の計算方式によって異な

用年数と減価償却期間が一致

の物理的摩損度に対応した資

新しい問題は生じない。

く，まさに商品の使用

するからである。その

その価値消費量が賃貸

る。貨幣資本の特殊形

するものとして算定さ

本と利子の回収という

しかしながら

一般的になるよ

た償却方式では

かくして，商品

た価格計算が賃

定されるのであ

その場合に考

，資本制社会が一定の発展段

うな段階に至れば，固定資本

なく，経済的摩損に対応した

貸付資本の運動も，貸付商品

貸料の基礎となるのであり，

る。

慮すべきことは，この商品貸

階に至れば，つまり資本の価

はもとより流動資本の償却も

償却方式，すなわち加速度償

の物理的耐用年数ではなく，

この基礎の上に，賃貸期間に

付の対象となる商品が，商品

値実現が困難な状況が

物理的摩損度に対応し

却が一般化してくる。

経済的耐用年数で除し

対応した貸出価格が設

所有者がみずから生産

したものか，そ

貸付商品の保有

よう。

１．生産者が

商品生産者

てみよう。この

れとも商品を生産者から購入

ないし入手形態を区分して，

生産した商品を直接的に賃貸

（工業資本家）が生産した商品

場合には，二つの形態を想定

したものかという区別である

商品の賃貸関係を価値論的に

する場合

を，賃借者に直接的に賃貸す

することができる。

。以下では，そうした

分析していくことにし

る場合について検討し

その第一の形

が無くなるまで

期的に受け取る

これは商品形

資本の運動とい

い。そして，こ

態は，商品生産者が，生産し

需要者に貸し付け，その商品

場合である。

態の資本が，あたかも商品貸

う視点からみると，これは価

の支払期間の延伸に対して利

た商品を，物理的耐用年数ま

価値をその年数で均等に分割

付資本へ直接的に転化したよ

値実現過程（販売行為）が期

子が支払われることになる。

で，すなわち使用価値

したものと利子とを定

うに見える。しかし，

間的に延びたにすぎな

したがって，この商品
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の貸付形態は

販売者から借

態（分割払い

商品貸付

，結果として商品価値の分割

用して，その資金で商品を購

）による商品購入である。分

資本と擬制価値（杉野）

販売であり，賃借者側から

入したことと同じである。

割購入の場合には，現金で

みれば，一定の資金を商品

つまり，分割という支払形

購入するよりも，その期間

に付加される

この場合，

品貸付業者で

が過ぎた商品

とに残される

場合には，こ

い。

利子の分だけ割高になる。

商品生産者ではなく，貨幣貸

はなく，貨幣貸付業者に元金

，すなわち価値のない商品を

かは，ここでは大きな問題で

の商品貸付資本は貨幣貸付資

付業者が貨幣を需要者に貸

と利子を支払うことと本質

商品貸付業者が返還を求め

はない。だから，商品の物

本の特殊な形態であると理

し付けて，その需要者は商

的に変わらない。使用期間

るか，あるいは需要者のも

理的耐用年数まで賃貸する

解しても，なんら問題はな

第二の形態

使用価値，し

価値実現とい

商品が返却さ

この減価し

出されたとし

てから再貸出

る生産者にと

は，商品生産者が商品を賃貸

たがって商品価値がまだ残存

う視点からみれば，この場合

れ，手元に残存することにな

た商品（中古品）が，再び，

ても，その貸出期間がどのよ

されるまでの期間は，いわば

ってはリスクである。賃借者

するのであるが，その賃貸

している間に，賃借者が商

には，商品価値は完全には

る。

他の賃借者によって貸し出

うになるかは，全くの偶然

自然的摩損が進行する期間

が次々に現れて，貸出商品

期間が比較的短く，商品の

品を返却する場合である。

実現されず，価値減少した

されるかどうか，また貸し

である。しかも，返却され

であり，商品貸付をしてい

が最後まで利用されたなら

ば，このリス

だが，この

商品が貸し出

商品がそ

「必死の飛躍

まる。したが

を回避するた

クは回避され，第一の形態と

第二の形態で問題となるのは

されるかどうかは不確実であ

の価値実現のために「必死の

」が必要となる。特に中古商

って，商品生産者は，商品販

めに，一定の割引をして，商

同じことになる。

，最初の賃借者から商品が

り，ここに貸出リスクが生

飛躍」を要するのと同様，商

品を賃貸する場合には，その

売の場合と同様，それを賃

品貸付業者に商品を販売す

返却されたのち，この中古

ずるということである。

品を賃貸する場合でも，

「必死の」の度合いが強

貸する場合に生ずるリスク

るか，あるいは委託貸付す

ることになる

社会的必然性

るのであって

ここで問

引」が利潤

流通過程に参

検討すること

。ここに商品生産者の資本は

がある。この必然性は，資本

，個々の商品生産者の恣意に

題は，商品生産者が，このリ

（剰余価値）の何％になるのか

入する商品貸付資本の運動に

にしよう。

，商業資本的性格をもった

制生産様式に内在する「生

よるものではない。

スク分をどのように評価する

ということが問題となる。

よって規定されるのである

商品貸付資本へと転化する

産と消費の矛盾」に起因す

のか，つまり「一定の割

だが，この問題は，むしろ

。次は，この問題について

２．貸付商

商品を賃貸

の問題という

よりも低く，

題である。こ

品を生産者から購入する商品

する者が，その商品を生産者

のは，貸付対象とする商品の

つまり「一定の割引」で購入

の違いによって，商品賃貸関

貸付資本の場合

から購入する場合には，別

仕入価格の大きさである。

したのか，それとも生産価

係をめぐる価値関係も，以

の新たな問題が生ずる。そ

即ち，その商品を生産価格

格で購入したのかという問

下のような二つに分かれる
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ことになる。

貸付商品を

立命館経済

生産価格以下で購入する商業

学（第 巻・第３号）

資本の場合

商業資本が，

業資本は商品貸

商業資本の特殊

総資本の一部分

つまり，この商

この商品貸付

者が所有してい

貸し付ける商品を生産価格以

付資本へと転化する。この場

な運動形態として機能するこ

として社会的再生産の中に入

品貸付資本は，社会的再生産

資本が商品を購入するという

る場合と，それほど大きく異

下で購入し，その商品を賃貸

合における商品貸付資本の本

とになる。すなわち，この商

り込み，利潤の社会的な分配

の中で「年間平均利潤
）
」を追

過程までの運動は，貸付対象

なることはない。異なるのは

する場合には，この商

質は商業資本であり，

品貸付資本は，社会的

関係の中に入り込む。

求することになる。

となる商品を商品生産

，商品生産者に替わっ

て，商業資本が

ある。

商品貸付資

商品貸付資本

明らかに事情が

その貸付商品の

めには，幾つか

登場することであり，ここで

本として，貸付商品を生産価

が，貸し付ける商品を生産者

異なってくる。ここでは商品

賃貸料が形成される論理は，

の状況を把握しておかねばな

は工業資本と商業資本との関

格で購入する場合

から等価（生産価格）で購入

貸付資本の本来的な運動姿態

そう簡単ではない。つまり，

らない。

係が問題となるだけで

する場合は，前者とは

が赤裸に現れてくるが，

その論理を展開するた

第一に，商品

提となる。その

付業者に販売し

品に含まれてい

本は，まさに

益」を取得する

なお，社会的

貸付資本の運動を本来的な姿

前提となる商品は，個別の商

て価値実現した商品である。

る剰余価値を実現するという

「商品を一定期間に限定して貸

という運動形態をとることに

総資本との関連でみれば，商

態で検討する場合には，貸し

品生産者（工業資本家）から

したがって，商品貸付資本と

形態で価値増殖を行うことは

し付ける」という社会的行

なる。

品貸付資本の運動は，生産と

付ける商品の存在が前

みれば，すでに商品貸

しては，貸し付ける商

できない。商品貸付資

為を通じて，「一定の利

消費を媒介する行為で

あり，その限り

となる。

第二に，商品

のものによって

る経済的諸関係

だが，現実に

ることは一般的

において，「消費」という社

貸付資本の本質的な運動は，

「一定の利益」を取得するこ

とその運動を明らかにしなけ

は，商品貸付資本が商業資本

ではなく，ただ特殊な状況の

会的需要の態様とその動向を

商品を一定期間に限定して貸

とであるとすれば，その行為

ればならない。

の特殊な形態である限り，商

もとにおいて現れるに過ぎな

踏まえた検討が不可欠

し付けるという行為そ

が社会的に存在してい

品を生産価格で購入す

い。このような特殊な

状況が生ずる原

にあるのではな

である。つまり

て，このような

このように，

いうことは，ま

因は，販売独占という状況を

く，商品貸付資本と生産され

，現実の資本制社会において

特殊な状況が生み出され，こ

現実の資本制経済からみれば

さに特殊な状況であるが，商

除外すれば，商品生産者側と

た商品を借用する者（需要者

，商品借用者の「強い欲求」

の関係が社会的に存続してい

，商品貸付資本が貸付商品を

品貸付資本の本来的な運動を

商品貸付業者との関係

）側との関係にあるの

があることを前提とし

くことになるのである。

生産価格で購入すると

価値論的に分析する場
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合には，その

はあるが，こ

の捨象は，商

商品貸付

貸付商品をどのように仕入れ

れを副次的な問題として捨象

品貸付資本の本質的な運動を

資本と擬制価値（杉野）

るかという問題は，既に若

しなければならない。別の

明らかにしていくために必

干の検討をしてきたことで

表現をすれば，この論理上

要な手続きに過ぎない。

第三に，商

手段であるか

る場合には社

しながら，消

消費による欲

つまり，貸

動に規定され

品賃借者の「強い欲求」とい

によって，その背後関係が異

会的再生産の中に入り込み，

費手段の使用（消費）は，労

望充足であり，その商品は社

付商品が生産手段であれば，

たものとなり，消費手段であ

うのは，その商品が生産手

なってくる。つまり，賃貸

その使用（消費）は「価値

働力の再生産との関連はあ

会的再生産の過程から脱落

需要者側の「欲求」は，利

れば，需要者側の「欲求」

段であるか，それとも消費

される商品が生産手段であ

移転的減価」となる。しか

りえても，あくまでも最終

していくことになる。

潤追求という資本の蓄積運

は資本蓄積運動とは間接的

にはともかく

以下では，

よび貸付商品

本節と次節

，直接的には無関係であり，

賃貸借関係に入る商品を生産

価格の価値論的考察を深めて

第四節 商品（生

では，商品貸付資本の運動法

個人的な消費欲望を充足さ

手段と消費手段とに区分し

いくことにしよう。

産手段）貸付価格と擬制価

則を，擬制価値を含む商品

せるものとなる。

て，商品貸付資本の運動お

値

貸付価格（賃貸料）の形成

過程として検

価格で購入し

では，商品貸

しており，賃

ところで，

合もあれば，

もとでは，生

討していきたい。なお，検討

たものと前提する。これは論

付資本は，貨幣貸付資本の特

貸用の商品を生産価格で仕入

商品貸付業者（資本）が商品

生産手段の生産者から現物商

産手段の生産者，金融業者，

にあたっては，商品貸付資

理的仮定である。なぜなら

殊な形態であると同時に，

れることは稀だからである

を仕入れる際に，その資金

品を借入する場合もある。

そして商品貸付業者が相互

本家が賃貸する商品は生産

，現代の資本制経済のもと

商業資本と同じように機能

。

を金融業者から借入する場

まして独占的資本制経済の

に癒着している場合が一般

的となってい

ある。さらに

産された生産

これらの経

動員」といっ

理を展開して

また，本節

る。したがって，そのような

，国家権力を動員した資本蓄

手段が，いわば一つの社会的

済的諸関係とその運動法則

た要因を踏まえた論理を展開

いる本稿では，こうした諸要

や次節での考察に際して，「

癒着関係のもとでの生産手

積が支配的な体制のもとで

強制として貸付られる場合

を明らかにするためには，「独

する必要がある。しかしな

因をひとまず捨象しておか

等価（生産価格）で購入した

段の仕入価格は独占価格で

は，特定の企業によって生

さえある。

占利潤」や「国家権力の

がら，一般的なレベルで論

ねばならない。

商品」を前提とするのは，

ここでの研究

の本質を商品

したがって

貨幣資本，商

や国家権力の

ついては考察

目的が，生産された商品の価

貸付資本の蓄積構造とその運

，この商品貸付資本の発生史

業資本の，いずれからの転化

動員といった，商品貸付資本

対象としていない。

値実現過程の解明ではなく

動法則によって解明するこ

的経緯，すなわち，この商

形態であるかといった経済

の運動に関する，より現実

，商品貸付価格（賃貸料）

とだからである。

品貸付資本が，工業資本，

史的な問題，あるいは独占

的で，より具体的な問題に
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ここで必要な

て把握すること

貸借期間との関

立命館経済

ことは，繰り返し言及してき

であり，そのためには，貸付

連をふまえて考察していくこ

学（第 巻・第３号）

たことであるが，貸付商品の

商品を使用価値の視点から二

とである。

賃貸料を価値関係とし

つに区分し，併せて賃

もとより商品

と，貸し付けた

る。つまり，貸

しかしながら

貸者と賃借者が

産手段であるか

めぐる経済関係

貸付資本にとっては，貸し付

期間内における商品の損耗分

付商品の種類がどうあろうと

，商品貸付価格（賃貸借料）

登場してこなければならない

消費手段であるかによって，

とその競争態様が大きく異な

ける商品が生産手段であろう

と「一定の利益」が得られれ

，それはどうでも良いことな

の形成には，商品貸付市場が

。ただし，その場合には，賃

また貸借期間の長短によって

ってくる。つまり，賃貸借さ

と，消費手段であろう

ば，それで良いのであ

のである。

必要であり，そこに賃

借者の求める商品が生

，商品の賃貸借関係を

れる商品の種類と貸借

期間によって，

付価格（賃貸料

本節では，貸

てくるのか，賃

明らかにしてい

１．生産手段

賃貸借関係に

社会的再生産における商品賃

）を決定するメカニズムも異

付商品が生産手段である場合

貸借期間という要素をふまえ

きたい。

を賃借する側の論理

入る商品（ここでは生産手段

貸借関係が果たす役割は異な

なってくるのである。

，その貸付価格（賃貸料）が

ながら，そのメカニズム（賃

）の多くは労働手段（固定資

り，したがって商品貸

，どのように決定され

貸借関係）を具体的に

本）であり，この労働

手段を念頭にお

費量が明らかな

理論的検討は行

さて，生産手

資本や農業資本

えて超過利潤を

いのであって，

きながら論を進めることにす

流動資本は捨象する。したが

なわない。

段（固定資本）を生産資本と

）である。もし，生産手段の

得られるという市場状況にあ

生産手段をわざわざ賃借する

る。つまり，ここでは労働対

って，生産手段を労働手段と

して賃借し，それを 働する

物理的耐用年数まで使用し，

れば，生産資本家は，その生

必要はない。したがって，生

象のうち，期間内の消

労働対象とに区別した

のは生産資本家（工業

その間，平均利潤を超

産手段を購入すればよ

産資本家が生産手段を

賃借する必要が

第一は，当座

ある。この場合

しかし，その場

がって，商品賃

えながら，検討

第二は，生産

生じてくるのは次の二つの場

の期間，その生産手段を購入

には，生産資本家は，しかる

合でも金融業者が資金を貸す

貸借関係における借用者（生

していく必要がある。

手段の 働によって平均利潤

合に限定される。

するだけの資金が生産者資本

べき金融業者から資金を調達

かどうか判らないという不確

産資本家）の対応も，金融業

，あるいは超過利潤を獲得で

家の手元に無い場合で

することも考慮する。

実な要素がある。した

者との対応関係を踏ま

きる期間が短いという

市場状況の場合

段を賃借するこ

を検討していく

以下では，金

ついて論理的に

，あるいは生産資本家がその

とになる。この場合には，市

必要がある。

融条件や市場条件を踏まえな

検討していくことにしよう。

ように見通している場合には

場状況との対応を踏まえなが

がら，商品賃貸借関係におけ

，生産資本家は生産手

ら，生産資本家の対応

る生産資本家の運動に

（ ）



金融業者

まず，金融

係をみておこ

商品貸付

と商品（生産手段）賃借者

業者（利子生み資本）と生産

う。もし，金融業者が期待利

資本と擬制価値（杉野）

手段の購入のために資金の

潤率はもとより商品貸付業

借用を求めている者との関

者よりも低い利子率で貸し

てくれるなら

ら生産手段を

それだけで

借用すること

産手段の中か

その場合でも

このような

ば，借用希望者は生産手段を

賃借する必要はないし，また

はない。生産手段を賃借する

になるが，借金して生産手段

ら自らに好む機種を自由に選

，金融業者から特定の生産手

状況を踏まえると，借用者が

借入金で購入すればよいの

そのような不利な行為は行

場合には，賃貸業者が所有

を購入する場合には，同一

べる可能性があることも利

段を購入することを強制さ

生産手段を賃借するのは，

であって，商品貸付業者か

わない。

している特定の生産手段を

の使用価値をもつ多様な生

点の一つである。もっとも，

れることもありうる。

手元に生産手段を購入する

だけの現金が

場合でも，そ

りも相当に高

金融業者が

る資金貸出が

ても，借用希

済リスクが大

を高くしたり

無く，しかも金融業者からの

の貸出期間が極めて短期であ

い場合である。

生産資本家に資金を貸さない

，既に貸出限度（信用限度）

望者が，資金回収が不可能な

きくなるので，金融業者は貸

，貸出期間を短くすることに

借入ができない場合である

るか，あるいは，その利子

のは，あるいは貸出期間を

を越えている場合である。

事業計画を借用目的として

出を拒否するか，貸出して

なる。

。また資金を貸してくれる

率が商品の賃貸料のそれよ

短期にするのは，彼に対す

また，信用限度以内であっ

いる場合には，それだけ返

も，その貸出資金の利子率

ここで脇道

に対する「信

資本などでも

な業務なので

はあくまでも

はなく，実際

うな再評価を

にそれるが，「信用限度」な

用限度」の設定は，金融業者

行っている。つまり，信用販

ある。したがって，この信用

売掛側の主観的な評価にすぎ

的にも，貸付相手に対する年

繰り返し行っても，結果とし

るものについて，一般的に論

だけでなく，商品貸付業者

売（売掛）を行う場合には

限度なるものは，仮に一定

ない。したがって，この信

々の信用限度の見直しと再

て「貸し倒れ」があるとい

じておきたい。取引相手

，商業資本，さらには工業

，必然的な，そして一般的

の基準を設定しても，それ

用限度は，固定的なもので

評価が必要である。そのよ

うのが，無政府的生産を基

礎とした資本

好況の場合

加速させる要

で景気循環に

う。

これまでに

産状況，経営

制経済の特質なのである。

には，この信用限度を越えて

因にもなるし，また逆に恐慌

おける信用限度の役割と限界

信用取引がない，つまり信用

状況，事業計画等を検討した

貸し出す場合も決して稀で

や不況の度合を深める結果

について，これ以上に論ず

限度を設定していない生産

上で，金融業者は資金を貸

はなく，そのことが好況を

ともなる。もっとも，ここ

る余裕はない。本題へ戻ろ

資本家に対しては，その資

すかどうかを判断する。も

とより借金希

からである。

一般的にみ

の信用限度

（資金の借り

す場合もある

望者と他の金融業者との取引

て，金融業者が資金を貸し出

以内の場合である。借金返済

手）に対する場合だと，金融

。

関係も考慮対象となる。金

すのは，貸出先に借金返済

の可能性が極めて高く，信用

業者は，市場利子率よりも低

融業者相互間の競争がある

の可能性が高く，かつ，そ

限度が極めて大きい企業

い利子率で資金を貸し出

（ ）



こうした金融

利の場合には，

者のもとへ向か

立命館経済

業者との対応の結果，商品の

生産者（生産手段の購入希望

うことになる。少なくとも一

学（第 巻・第３号）

購入資金を借入できないか，

者）は金融業者からの資金借

般的にはそうである。一般的

借りられたとしても高

用を諦め，商品貸付業

というのは，ここでは

独占や国家権力

以上のような

次のようになる

生産資本家で

利子率や貸付商

期間に限って，

この賃借が「一

の動員という諸要因を捨象し

検討結果を踏まえるならば，

。

ある借入者は，金融業者から

品価格に含まれる利子率より

商品貸付業者から生産手段を

種の金融手段」であるかのよ

ているからである。

商品の賃貸借関係が成立する

の借金が可能であっても，そ

も遙に高い場合には，借金す

賃借することになる。この場

うに見えるが，これは誤りで

経済的背景の一つは，

の個別的利子率が市場

ることを諦め，一定の

合，現象的にみれば，

ある。なぜなら，生産

資本家にとって

融はあくまでも

ところで，商

したがって，金

を支払ってでも

以上，貸付商

一般的にみてき

（生産手段の借

は，設備や備品の調達こそが

，この目的を達成するための

品貸付業者は市場利子率より

融業者より借金を拒否された

生産手段を借用するか，それ

品が生産手段である場合に，

た。この関係を踏まえると，

用者）の資本収益力，第二に

目的なのであり，金融業者か

手段に過ぎないからである。

も高い利子率で賃貸しようと

生産者は，そうした高い利子

とも借用を，つまり生産を諦

金融業者と生産者（生産資本

商品（生産手段）の賃貸借関

，金融業者によって評定され

らの借入，すなわち金

するのが通常である。

率を含んでいる賃借料

めるしかない。

家）との関係について，

係は，第一に，生産者

た個別利子率，そして

第三に，商品貸

するということ

ただし，金融

る場合には，こ

出すこともある

返し述べること

的に展開するか

付業者による生産手段の賃借

である。

市場において遊休資金が多く

の金融業者は，低い利子率で

。また，資金を貸し付ける場

になるが，資本制経済のもと

らである。

料という三つの要因が織りな

滞留している場合，すなわち

，あるいは返済リスクを承知

合，購入する生産手段を指定

では，金融市場における業者

す相互関係として成立

過剰資本が存在してい

のうえで，資金を貸し

することもある。繰り

間の競争と協調が多面

市場条件と

前項では，金

融業者からの借

とであった。だ

分である。つま

のは，市場条件

商品（生産手段）賃借者

融業者との関係で，生産者の

用が困難という条件が，生産

が，それだけでは，商品（生

り，そうした高い利子を支払

が好都合な場合だけである。

対応をみてきた。そこで明ら

者をして商品貸付業者のもと

産手段）の賃貸借関係が成立

ってでも，生産者が生産手段

つまり，借用した生産手段に

かになったことは，金

へ向かわせるというこ

する条件としては不十

である商品を賃借する

よって生産される商品

の市場価格が，

このような状

利潤をもたらす

それ以上の利潤

が生産手段を借

しかしながら

その生産価格を大きく上回っ

況のもとでは，部門（実現）

。したがって，生産手段の借

を獲得できるという見込み

用する側の理由であり，目的

，そうした市場条件が好都合

ているような状況がなければ

利潤率が一般利潤率よりも高

用者は，高い賃借料を支払っ

（高い期待利潤率）があり，こ

なのである。

な場合が一般的に存在すると

ならない。

く，部門生産者に超過

ても，なお平均利潤か

の超過利潤の獲得こそ

いうだけでは，生産者

（ ）



が生産手段を

金融業者から

したがって

商品貸付

賃借するとは限らない。この

借金して生産手段を購入する

，生産者が生産手段である商

資本と擬制価値（杉野）

ような場合であれば，生産

こともあるからである。

品を賃借しようとするのは

者は高い利子率であっても，

，一般的な経済関係からみ

れば，三つの

その一つは

その注文が一

た商品の高い

しかしながら

るとか，その

もう一つの

特殊な条件が販売市場に存在

，顧客から生産者に対して，

時的であるという特殊な場合

利子率を上回るため，賃貸料

，その注文が永続的ではなく

生産手段を購入することが生

特殊な市場条件は，顧客から

する場合であることが判る

生産価格よりも高い価格で

である。この場合には，個

を確実に返済できるという

，一時的であるため，その

産者にとって明らかに不利

の注文が無い場合でも，市

。

の注文が既にあり，しかも，

別（実現）利潤率が借用し

「確実な見通し」がある。

期間を越えて長期に賃借す

となる場合である。

場価格が生産価格を上回っ

ている場合で

そのような場

できるという

つまり長期的

と予測される

さらに考え

購入しようと

る。このよう

，しかも，その市場条件が好

合には，生産手段を短期的に

「希望的な見通し」があるも

に 働すれば，利潤を確保す

場合である。

られるもう一つの特殊な状況

しても，それが社会的に不足

な状況は，資本制経済のもと

都合なのは比較的短期であ

賃借しても，一定の期間内

のの，生産手段を購入して

ることは不確実となり，し

がある。それは，生産者に

しており，市場価格が高く

では極めて希有な場合であ

ると見通した場合である。

であれば，高い利潤を実現

，その物理的耐用年数まで，

たがって返済が困難となる

とって，欲しい生産手段を

なっているような場合であ

るが，好況の場合には，こ

うした状況も

このような

よっては経費

して生産する

ことながら，

利潤率）を超

こうしてみ

当然ありうる。

場合には，高い生産手段を購

倒れになる。したがって，生

ほうが有利となる。もっとも

その賃借料も高くなり，それ

えるようだと，この賃借関係

ると，生産手段の賃貸借関係

入して生産を行えば，実現

産者は賃貸業者から中古の

，その生産手段が市場で不

に含まれる利子率が期待利

は成立しなくなる。

は，金融業者と生産資本家

利潤率は低くなり，場合に

生産手段を比較的安く賃借

足している場合には当然の

潤率（予想される個別実現

との関係でも，また市場条

件との関連

（生産手段）

なのである。

のである。

なお，この

が，主観的な

な状況」が，

でも，極めて限定された特殊

を対象とした賃貸借関係が成

そうした「特殊な状況」がな

際，賃借者が高い利潤を取得

錯誤であるかどうかは，ここ

資本制経済の発展とともに，

な状況のもとで生ずることが

立するのは，「特殊な状況に

い場合に商品賃貸関係が成

できるという「確実な」あ

での問題ではない。問題と

つまり構造的矛盾が深まる

判る。換言すれば，商品

おいて」というのが一般的

立するのは，きわめて稀な

るいは「希望的な」見通し

なるのは，こうした「特殊

につれて，恒常化し，一般

化してくると

２．生産手

さて，これ

付商品価格

してみなけれ

いうことである。

段を賃貸する側の論理

までは賃借者の立場から，生

（賃貸借料）が賃貸借関係の現

ばならない。

産手段の賃貸借関係につい

象形態である以上，今度は

て検討してきた。だが，貸

賃貸業者の立場からも検討
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賃貸業者は生

を行うのではな

ころか，生産手

立命館経済

産手段を所有者しているが，

い。だが，生産手段を保持し

段を保持するだけでも，保管

学（第 巻・第３号）

自らがその生産手段を 働し

ているだけでは利益を得るこ

労働力の確保をはじめ，用地

，生産過程で価値増殖

とはできない。それど

や諸施設の維持に要す

る経費が必要で

自然的に損耗す

れば，生産手段

こうした自然

生産手段を商業

からの控除によ

とを前提とした

ある。また，保有するだけの

る。さらに，場合によっては

そのものに減価や価値破壊が

的摩損や減価は，商品貸付資

資本のように価値以下で仕入

って，ある程度まで補 する

論理を展開しているので，こ

無為な時間が経過すれば，生

，社会的損耗，すなわち，そ

生ずる。

本の運動に伴う必然的なリス

れるのであれば，このリスク

ことができる。だが，今は，

のような利潤部分からの補

産手段はそれだけでも

の生産手段が陳腐化す

クである。賃貸業者が，

は産業資本の利潤部分

等価で購入しているこ

という問題は捨象して

いる。

では，こうし

し付ける運動を

かねばならない

商品貸付資

商品貸付資本

支払わない場合

た種々のリスクがあるにも係

展開するのはなぜかという，

。

本と資本蓄積上のメリット

にとってメリットとなるのは

には，貸し付けている生産手

わらず，商品貸付資本が，生

資本蓄積上のメリット（利点

，もし，賃借者が貸出期限を

段を賃借者から回収すること

産手段という商品を貸

）について考察してい

経過しても，賃借料を

が物理的に可能だとい

うことである。

の返済を求める

でも所有権が有

「ある程度」

却したり，隠匿

したがって，

リットがある。

もし，貨幣（信用）を貸し付

ことはできない。その限りで

る貸出商品を回収できるとい

というのは，貸し付けた商品

してしまうリスクがあるから

相手に契約の不履行があった

しかしながら，資本蓄積とい

けた場合，借用者の手元に貨

は，商品貸付資本の運動には

う点で，ある程度の安全性が

が生産手段であっても，賃借

である。

場合には，「現品をいつでも

う視点からみると，これは極

幣がなければ，貸付金

，必要となれば，いつ

ある。

者がその生産手段を売

回収できる」というメ

めて消極的なメリット

でしかない。

資本蓄積から

個別的利子を借

産手段を使用す

できるというこ

存在である。こ

いならば，わざ

みて，商品貸付資本の運動が

用者に請求できるということ

る借用者（生産者）が，しか

とを想定するからである。そ

うした寄生的な高い個別利子

わざ商品貸付という形態をと

もつ積極的なメリットは，超

にある。そうした請求が可能

るべき市場条件のもとでは，

の意味で，商品貸付資本は社

率が期待できず，貸し付け利

る必要はない。

過利潤にみあった高い

なのは，貸し付けた生

相当の超過利潤を確保

会的再生産に寄生する

子が市場利子率に等し

商品貸付資本

る。それは貸し

トである。

繰り返すこと

っておこう。マ

また固定資本が

という形態には，資本蓄積に

出すのが生産手段であるとい

になるが，マルクスが商品貸

ルクスは商品貸付資本を「貨

還流するような仕方で行われ

とって，さらに，もう一つの

う商品の使用価値に関連して

付資本の運動について述べた

幣資本の特殊な一形態であ

る。貸し手は定期的に利子と

積極的なメリットがあ

生ずる蓄積上のメリッ

ことをもう一度振り返

る」とし，「その返済も

，固定資本そのものの

（ ）



消費された価

マルクス

「定期的な磨

商品貸付

値の一部分，つまり定期的な

の場合には，生産手段（固定

滅」（

資本と擬制価値（杉野）

磨滅分の等価とを受け取る

資本）の物理的磨滅を念頭に

）を前提としている。つま

」としていた。

おきながら，固定資本の

り，マルクスは社会的損耗

という要因を

本の運動を明

例えば，一

年数である

の償還分と

は，この商品

貨幣（信用）

捨象しているのである。この

らかにしていくうえで，決定

般利子率を ％とし，商品

年という同じ期限で貸し出す

の利子を受け取る。つまり，

貸付業者は の償還分と

を貸した場合と同じである。

前提の有無を明確に区別し

的に重要なこととなる。

貸付業者が， の価値がある

としよう。この場合には，

商品貸付料金は年間 であ

の利子を合計で ほど受け

もっとも，貨幣（信用）貸

ておくことが，商品貸付資

商品を，その物理的耐用

この商品貸付業者は年々

る。そして 年を経た後に

取ることになる。これは

付の場合でも，危機が恒常

化している資

はここでの研

商品貸付資

ている限りで

品は販売した

である。

しかしなが

年数よりも短

本制経済のもとでは，加速度

究課題ではない。

本を貨幣取扱資本の一形態と

は，この計算方式でも十分で

ことと同じであり，支拂期間

ら，商品貸付資本の運動とし

いという点にある。まさに，

的な回収方式をとってきて

して把握し，かつ貸付期間

ある。なぜなら，このよう

の長期化とそれに対応する

て特徴的なのは，商品の貸

そこにこそ商品貸付資本の

いるが，さしあたり，それ

が物理的耐用年数と一致し

な設定では，貸し付けた商

利子の問題に過ぎないから

付期間が商品の物理的耐用

蓄積運動に伴う長所と短所

が隠されてい

るのは止むを

第一の疑問

合には，実際

あった生

て，生産手段

年度は９，そ

るのである。それだけに，理

得ない。

は，生産手段の価値移転と貸

の貸付商品（生産手段）の

産手段の価値も，次年度には

の残存した価値に対応した利

の翌年は８という具合に減少

論的考察に際して，幾つか

付料に関する問題である。

価値 は，年々 ずつ価値移

，その翌年には へと価値

子（利子率は ％）として

していく筈である。したが

の錯覚した疑問が生じてく

すなわち，先程の事例の場

転していく。最初の年は

減少していく。したがっ

は，最初の年は だが，次

って，商品貸付業者が受け

取るのは，初

かしながら，

と貸付利子の

第二の疑問

生産手段から

価値の一部と

る新商品の生

年度は だが，次年度は ，

商品貸付業者が年々に受け取

を加えた である。これは

は，貸し付けた生産手段から

移転した価値部分は，賃借者

なっている。このことは明ら

産量，販売価格，販売方法な

その翌年は という具合に

る賃貸料は，貸し付けた生

一つの矛盾ではないかとい

新たな商品へ価値移転した

である生産資本家が生産し

かである。しかも，商品貸

どはもとより，生産された

漸減していく筈である。し

産手段の価値移転部分の

う疑問である。

部分に関する疑問である。

，かつ所有している新商品

付業者は，生産者が生産す

商品の所有権について，直

接的に関与す

しかしなが

それが一般的

生産した新商

疑問は，個々

値を実現した

ることはできない。

ら，賃貸者は生産手段の賃貸

ですらある。そのことから，

品に移転した価値部分も，な

の事例としては，賃借者は賃

のちに，つまり販売したのち

料を現金ではなく，手形で

商品貸付業者は，生産手段

お賃貸しているのではない

貸料を現金で支払うのでは

に，その賃借料を支払うと

支払うこともある。むしろ，

を賃貸しているのだから，

かという疑問である。この

なく，彼が生産した商品価

いう事実関係があるからで

（ ）



ある。俗称「台

がそうした疑問

こうした二つ

立命館経済

風手形」とか「お産手形」と

をいっそう助長する。

の疑問が生ずる原因は，第一

学（第 巻・第３号）

いったサイト（決済期日）の

の場合には，年々に商品貸付

長い手形による支払い

の契約更新を行うので

はなく，賃貸契

らであり，第二

ものだと誤解し

商品貸付業者

の使用権」であ

自由に使用でき

ばよいからであ

約時に，あらかじめ一定の期

の場合には，商品貸付業者が

ているからである。

が賃貸するのは，あくまでも

り，占有権である。したがっ

る。賃貸した生産手段を賃借

る。つまり，賃貸した期間内

間を付して貸し出すというこ

賃貸するのは，生産手段に含

「一定期間内における商品

て，契約した期間内に限って

者が破損した場合には，それ

であれば，生産手段を使用し

とを理解していないか

まれている価値を貸す

（この場合は生産手段）

，賃借者は生産手段を

相応の代価を請求すれ

て何を生産しようと，

また新商品にど

段の賃貸契約を

本稿では，商

間を捨象してい

効性を認める。

における「生産

業資本の転化形

資本の運動を具

れだけの価値を移転しようが

する場合には，とくに賃貸借

品貸付資本の運動を，貨幣取

るか，あるいは物理的耐用年

しかしながら本稿では，それ

と消費の矛盾」の必然的展開

態として把握してきた。それ

体的に，かつ本質的に明らか

，賃貸業者は苦情を言えない

期間と賃貸借料の具体的内容

扱資本の一形態とするマル

数としている」という一定の

だけに留めず，商品貸付資本

過程として，つまり価値実現

でも，このような一般的な規

にすることはできない。

。それだけに，生産手

が問題となるのである。

クスの見解を，「貸出期

条件のもとで，その有

の運動を，資本制経済

の困難性に直面した商

定だけでは，商品貸付

多様な資本形

本も，まさに，

運動の特殊性に

概念も，そのよ

よって，商品貸

である。

態を規定するのは，その資本

この「期限付き商品使用権の

こそ，その本質を求めなけ

うな蓄積運動を行う資本とし

付資本の運動がもつ特殊歴史

に特有な蓄積形態である。し

販売」を通じて資本蓄積を行

ればならない。したがって，

て規定されなければならない

的性格をいっそう具体的に解

たがって，商品貸付資

うという，まさに蓄積

「商品貸付資本」という

。この本質的な規定に

明できるようになるの

商品貸付資

マルクスの場

品貸付期間がそ

場合の商品貸付

の物理的耐用年

ある。

だが，商品貸

本の回収方式と蓄積運動

合には，商品貸付資本を貨幣

の商品の物理的耐用年数と一

資本は，賃借者が商品を購入

数までの期間に支払う価値移

付資本の蓄積運動がもつ特殊

資本の特殊な形態として把握

致している場合には，それで

するのを代替しているだけで

転分と利子（市場利子率）を

性は，貸付対象が商品形態で

していた。確かに，商

よい。なぜなら，その

あって，賃借者が商品

取得すればよいからで

あることに規定される。

したがって，貨

貸付の場合は，

消費権の利用，

方式を生み出し

商品貸付資本と

商品貸付資本に

幣（信用）貸付に対する料金

その商品の「消費」権の価格

つまり商品の消費には，一定

，ここに商品賃貸借関係とい

いう特殊な資本形態の一般的

特有のものであるが，その具

が，「利用」権一般の価格で

という異なった形態をとるの

の賃貸期限を付けるという条

う特殊な経済関係が生み出さ

な規定である。しかも，商品

体的態様は，貸付商品がもつ

あるのに対して，商品

である。しかも，その

件が特殊な資本蓄積の

れるのである。これが

貸付資本の蓄積方式は，

使用価値に規定された

（ ）



消費形態によ

の消費による

るのである。

商品貸付

って異なる。つまり貸付商品

価値移転のメカニズムが異な

これはすでに指摘しておいた

資本と擬制価値（杉野）

が生産手段であるか，消費

り，それに従って，資本蓄

ところである。

手段であるかによって，そ

積方式の形態も異なってく

ここで本題

損耗（自然的

有者とその使

つまり商品

回収を，その

する。このこ

だが，それ

に戻ろう。貸付商品（生産手

損耗）と価値移転をともなう

用者（賃借者）が異なるとい

貸付業者は，貸し付けた生産

物理的耐用年数に至まで「定

とは，商品貸付資本のみなら

が現実化するのは，生産手段

段・固定資本）が使用され

。だが，この価値移転にか

うことによって，新しい経

手段の原価（購入費＋保存

期的に」ではなく，早期に

ず，資本一般の本性でもあ

の使用者（生産者）の資本

る場合には，商品の物理的

かわっては，生産手段の所

済関係が成立してくる。

費＋利子の全てを含む）の

，かつ加速度的に行おうと

る。

蓄積方式が「早期に，かつ

加速度的に」

間違いを恐

方式が登場し

態へと移行す

さて，商品

に，かつ加速

加速度的な原

その点につい

資金回収を行うようになる，

れずに，あえて年代的にいえ

てくるのは， 年頃であり

る時期と一致している。

貸付資本の「早期に，かつ加

度的に」という原価償却方式

価償却方式によって，商品貸

て価値論的に解明していかね

資本制経済の歴史的な発展

ば，欧米の資本制社会にお
）
，いみじくも，それは独占

速度的に」という資金回収

に対応したものである。そ

付資本はどのような蓄積運

ばならない。そして，それ

段階を前提とする。

いて，このような原価償却

が資本蓄積運動の支配的形

方式は，生産資本の「早期

こで問題は，この早期かつ

動を展開するのか，まさに，

こそが本稿の中心的な課題

なのである。

さて，一般

例させながら

物理的耐用年

ことである。

資本制経済に

蓄積上のリス

的な原価償却方式は，一定期

会計的に処理するものである

数に比例させることなく，価

だが，この加速度的な原価償

おいて必然的に生ずる一時的

クを回避するための会計方式

間内において移転された価

。これに対して，加速度的

値移転の度合を加速度的に

却方式は，単なる会計上の

な減価や価値破壊を反映し

なのである。

値量を物理的耐用年数に比

原価償却方式というのは，

計上して会計的に処理する

処理方法ではなく，現実の

たものであり，まさに資本

また，生産

実際に，

る）を行って

資本蓄積が

式が，税金対

取り扱ってい

象する。

資本家は生産手段を使用する

働時間の延長（極端な事例は

いる。いわゆる加速度償却で

危機的状況にある現代の資本

策も含めて，一般化してきて

ないので，独占に伴う加速度

場合に，そうした蓄積上の

時間操業）や使用度の強化

ある。

制経済のもとでは，こうし

いる。だが，本稿では，独

償却の固定化や税金対応策

リスクを回避するために，

（回転や流動速度を高め

た加速度償却という会計方

占や国家という論理次元を

に関する検討については捨

）
ところで，

念に，「社会

この「減価

繰り返し注意

さて，工業

転した価値量

この加速度償却方式が一般

強制的減価」（略して減価）と

」は，価値移転を意味する

しておきたい。

資本が，このような生産資本

以上に，価値が移転されたか

的になれば，「物理的損耗と価

いう概念を追加する必要が

「減価償却」の「減価」とは

（とくに固定資本）の加速

のように見なすのは，つま

値移転」という二つの概

ある。

異なった概念であることを，

度的償却を行い，実際に移

り会計的に処理するのは，

（ ）



これは「虚偽の

があるかのよう

的に創造された
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社会的価値」の捏造である。

に見做され，つまり価値とし

ことになる。

学（第 巻・第３号）

そして，捏造された価値が社

て実現されるならば，これは

会的に，あたかも価値

一種の擬制価値が社会

こうした加速

は生産部門だけ

ことになる。つ

金回収方式をと

を賃貸する場合

（銀行資本）に

かくして，商

度的償却にともなう擬制価値

でなく，商品貸付資本も，そ

まり，商品貸付資本も，工業

ることになる。先取りして言

だけでなく，消費手段を商品

おいても措定されることにな

品貸付資本が生産手段を賃貸

の存在が社会的に一般化すれ

うした償却方式をふまえた商

資本（産業資本）と同様に，

えば，このような資金回収方

として賃貸する場合にも当て

る。

する場合には，生産手段の物

ば，そうした擬制価値

品貸付価格を設定する

早期かつ加速度的な資

式は，なにも生産手段

はまるし，貨幣貸付業

理的耐用年数ではなく，

社会強制的減価

て設定すること

例示的に示せ

年としよう。し

るとすれば，商

回収する必要が

の具体的な事例

商品貸付資本

を踏まえた経済的耐用年数を

になる。

ば，次のようになる。ある生

かし，５年後には，その生産

品貸付資本としては，社会的

ある。このような数量的な設

を示すと以下のようになる。

が，貨幣貸付資本と同じよう

想定した賃貸料とその回収方

産手段の価値を とし，そ

手段は陳腐化し，価値破壊さ

減価というリスクを回避する

定のもとに，早期回収方式お

に運動するのであれば，既に

式を賃貸期間内におい

の物理的耐用年数を

れてしまう可能性があ

ために，これを５年で

よび加速度的回収方式

みてきたように，この

商品貸付資本は

そうした回収方

には，商品の賃

るのである。

さらに，これ

翌年は プラス

利子といった早

年々に プラス利子という定

式ではなく，まさに商品貸付

貸期間を５年とすれば， プ

を加速度的な回収方式をとる

利子，３年後には プラス利

期かつ加速度的な資金回収方

期的な回収方式を 年間とる

資本の本質的な運動として早

ラス利子 を５年間続けて回

ならば，商品貸付資本は，最

子，４年後には プラス利子

式をとることになる。

ことになる。しかし，

期回収方式をとる場合

収するという方式をと

初の年は プラス利子，

，５年後には プラス

なお，利子に

ることになる。

るものではない

きるかどうかは

ここで重要な

本が，貨幣貸付

化していけば，

ついては，市場利子率を ％

この年々 の利子を受け取る

。もっとも，商品貸付資本が

，資金需給市場の動向にかか

ことは，商品貸付資本が擬制

資本とは異なった，特殊な蓄

それは概念としても確立して

とすれば，年々 の利子を５

という点では，商品貸付は貨

市場利子率よりも高い利子率

わることであってここでの問

価値を取得しうるということ

積方式をとる資本として現れ

いくことになる。ここに商品

年間にわたって受け取

幣貸付と本質的に変わ

で貸し付けることがで

題ではない。

，すなわち商品貸付資

，また擬制価値が社会

貸付資本にとって，資

本蓄積上の積極

した例式で説明

早期かつ加速

な価値は であ

いは の価値で

た賃貸料が商品

的なメリットがあるといって

しておこう。

度的資金回収方式のもとでは

る。だが，賃貸する場合には

あるかのように計算するので

貸付市場で成立すれば，そこ

も過言ではない。以下では，

，最初の年に賃貸して消費さ

，消費された生産手段の価値

ある。さらに，そのような計

に擬制価値が形成されること

その点について，前述

れる生産手段の実際的

を，あたかも ある

算に基づいて設定され

になる。
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この擬制価

最初の年に

きさでもって

商品貸付

値を，早期回収方式では５年

，２年目に ，そして３年目

，商品貸付業者は追加的に取

資本と擬制価値（杉野）

間を通じて ずつ，また加

に ，４年目に５，そして

得するのである。つまり，

速度的回収方式の場合には，

最終の５年目は０という大

いずれの方式であろうと，

の擬制価値

これを価値

たにも係わ

回収すること

だが，この

設定について

第一の問題

を取得するのである。

論的にみると，実際には５年

らず， の実体としての価値

になる。

ような商品貸付資本の早期回

は，実際的にも，また論理的

は，このような回収方式を賃

間の契約期間のもとに，

と の擬制価値を併せた の

収方式，あるいは加速度的

にも，幾つかの問題が生ず

借者が納得できるかどうか

の価値を賃借者に消費させ

価値を，商品貸付業者は

な回収方式による賃貸料の

る。

である。つまり，一定の期

間限定で賃借

に，実質価値

高額料金の支

産手段を通常

ある。つまり

借用した生産

る。

この擬制価

する場合に，このような回収

以上の価格となる。したがっ

払に抵抗するか，賃借を諦め

よりも高い密度で消費（利用

，短期で加速度的な償却方式

手段を利用することがあり，

値は，いわば価値収奪の実体

方式に基づく料金設定は，

て，実際的にみて，生産手

るかもしれない。ただし，

）したり，加速度的に消費

を採るのは，実態としても

その反映として登場してき

的内容をなすものであり，

擬制価値を含んでいるだけ

段を賃借しようとする者は，

この場合には，賃借者が生

することを捨象した論理で

，賃借者がそうした仕方で

た資金回収方式だからであ

商品の需給関係によって規

制される価値

つ諸商品だけ

しても，この

をもつような

さて，擬制

価交換である

て，ある産業

＝価格論の次元では説明でき

の等価交換を前提としながら

擬制価値論を展開することは

社会経済的諸関係が研究対象

価値，あるいは擬制価値を含

かのような経済的諸関係とし

やある地域において特殊的に

ない。また経済学の方法論

，経済的諸関係を単純なも

できない。ここでは，価値

となっているからである。

んだ価格（料金）が，歴史

て現れてくる。この諸関係

，やがて社会的再生産の全

からみても，価値実体をも

のから複雑なものへと上向

実体をもたない商品が価格

的にも，また論理的にも等

は，最初は個別的に，そし

ての局面において，一般的

に現れてくる

交換であるか

とにある。も

いない。ここ

まず，擬制

融市場におい

権」という非

。ここで必要なことは，この

のように現れ，それ相応に評

っとも，本稿では，今ここで

で出来るのは，その歴史的必

価値は，信用貸付において

て利子という価格（料金）を

労働生産物も，地代（絶対地

擬制価値を含んだ諸商品の

価されてくる根拠を，歴史

歴史的な事実関係について

然性を論理的に整理してお

見られる。つまり，「信用」と

もつ。それだけではない。

代および差額地代の第一形

交換関係が，あたかも等価

的かつ論理的に説明するこ

論述することを課題として

くことだけである。

いう非労働生産物が，金

所有権を基礎とした「占有

態）という擬制価値をもつ。

このように，

は「名義料」

第二に，資

付資本が登場

る。このリス

い。それにも

擬制価値は，商品貸付資本だ

（暖簾）などとして，現実の

本制経済の発展とともに，商

してくる。ここではリスク回

ク回避という資本の運動（会

かかわらず，それが価格をも

けでなく，「占有権」の価格

資本制経済の中で，多様な諸

品の価値実現が困難となり

避のために短期かつ加速度

計上の理念として現象する

ち，価値として実現される

，「信用」の価格，あるい

形態で存在している。

，商業資本，そして商品貸

的な資金回収方式がとられ

）は，労働の生産物ではな

ならば，それは擬制価値で

（ ）



ある。

第三に，商品

関係における三

立命館経済

貸付資本の（我が儘勝手な）

面競争の中で現実化する。す

学（第 巻・第３号）

運動として現れる，この擬制

なわち，信用及び商品貸付資

価値は，いわゆる交換

本相互間，商品貸付資

本と賃借者との

では，この我が

いて，何らかの

しかも，この

が，本稿では独

もともと，商

「経済的推力」

間，賃借者相互間の競争関係

儘勝手な擬制価値は実現され

「経済的推力」が必要である

「経済的推力」が「経済的強

占を研究対象から除外してい

品貸付資本の運動法則に現

は，商品貸付資本自体が過剰

を通じて現実化する。だが，

ない。それが実現するために

。

制」まで強まるためには，独

るので，ここでは言及しない

れる擬制価値が市場において

資本の処理機能をもつという

一般的な競争関係の中

は，この競争関係にお

占の存在が必要となる

。

実現するために必要な

内在的弱点をもつため

に，土地所有に

された「購入権

取得する擬制価

具体的には，商

の が実現され

第四に，そし

的推力」として

る。この状況の

規定された「耕作権」（土地

」（支払権）」の価格（利子）

値は，市場価格における競争

品所有に規定された「商品使

るための「経済的推力」は何

て最後に，この商品所有に規

作用するのは，一般的には，

もとにおける賃借者の資金不

利用権）の価格（地代）や貨

ほどには強力ではない。それ

を前提とする論理レベルで考

用権」の価格（回収すべき

かという問題として考察し

定された「商品使用権」が，

「超過利潤の取得が可能」と

足が前提条件となる。つまり

幣（信用）所有に規定

でも，商品貸付資本が

察しなければならない。

商品の価値＋利子＋ ）

なければならない。

賃借者に対して「経済

いう経済的な状況であ

，この一般的な「経済

的推力」の作用

得する擬制価値

外に，特殊な経

獲得が極めて短

という市場条件

に，高い料金で

つまり，やや

は，貨幣（信用）を賃借する

が，市場において「経済的推

済的推力が必要となる。その

期的ないし一時的であるとい

が経済的推力として工業資本

あっても，商品貸付業者のも

複雑ではあるが，これまで述

場合と同様である。したがっ

力」として作用するためには

特殊な経済的推力は，賃借者

う市場条件なのである。この

家に作用し，金融業者から資

とへ向かわせることになるの

べてきたような経済的諸関係

て，商品貸付資本が取

，この一般的な推力以

にとって，超過利潤の

超過利潤を獲得しうる

金を借用できない場合

である。

のもとでの資本の法則

的展開によって

う利潤（擬制価

力］によって実

的な存在となる

このようにし

は，幾多の競争

一定の期限を

，商品賃貸業者は，早期か

値）を追求できるのである。

現し，一般化してくれば，こ

のである。

て定在化してきた擬制価値を

関係を経なければならない。

付して商品を賃貸する場合に

つ加速度的な資金回収方式に

商品貸付資本による擬制価

こに概念としても，また会計

含む商品の賃貸料ではあるが

は，リスクを避けるために，

よって，プラス とい

値の取得が，「経済的推

の方式としても，社会

，それが実現するのに

このような回収方式が

必然的的である

賃借者は抵抗す

いは信用貸付業

き下げざるをえ

ち部門間・部門

繰り返すこと

とはいえ，なお，それが価格

ることになる。そして，この

者のもとへと向かうであろう

ないかもしれない。そこでは

内競争が展開されているから

になるが，早期かつ加速度的

現象として，つまり高い賃貸

賃借者は，より安い賃借料の

。その結果として，この商品

，信用及び商品貸付資本の相

である。

資金回収方式による高い賃貸

料として登場すれば，

商品貸付資本家，ある

貸付業者は賃貸料を引

互間での競争，すなわ

料が，社会的に現実化

（ ）



するためには

商品の賃貸借

料金（価格）

商品貸付

，なんらかの「強制」（推力

関係が，価格競争関係として

が形成される。この競争関係

資本と擬制価値（杉野）

）が必要である。独占が形成

現れ，この競争関係を通じ

は，一定の期限を付して貸

されない段階においては，

て，商品を賃貸借する市場

すという行為によって生ず

る擬制価値，

商品貸付資本

だが，商品

商品に対する

おいては，存

になれば，商

第二の問題

その擬制価値の取得と支払い

相互間の部門内競争としても

貸付資本の社会的役割を過剰

需要者側，すなわち賃借者相

在しえない。もとより市場に

品賃貸借関係において貸手市

は，早期に資金回収が行われ

をめぐる部門間競争である

展開されることになる。

資本の処理機能であるとす

互間の競争は，商品貸付資

おいて，販売あるいは貸付

場となり，賃借者相互間に

た場合，賃貸した商品（生

。同時に，それは信用及び

る限りにおいて，その過剰

本の独占が現れない限りに

商品が不足するという状況

競争が生ずる。

産手段）はどうなるかとい

う問題である

け取れば，も

だが，商

値）総額と利

収された商品

ば，商品貸付

だ残存してい

商品貸付資

。貨幣貸付の場合には，一定

はや貸付相手から受け取るも

品貸付の場合には，貸し付け

子を回収した後に，貸し付け

（生産手段）は，既に商品価

期間が短期である限り，多く

る。

本が回収した商品をどのよう

の貸出期間の後，貸付金を

のは残らない。

た商品を販売したのではない

た商品（生産手段）も併せ

値の回収を済ませている場

の場合には，実体としての

に処理するかという問題に

回収し，その間の利子を受

ので，その商品価格（価

て回収することになる。回

合もあるが，一般的にみれ

使用価値，そして価値もま

ついては，その時点におい

て，その生産

収された商

（消費）して

もともと擬

壊が生ずると

が社会的な減

社会的な減価

手段がどの程度まで社会的に

品の物理的使用価値はあって

生産する商品の価値実現が可

制価値を取得できたのは，５

いうリスクを前提ないし想定

価が生じたかどうかによって

ないし価値破壊が生じておれ

減価しているかによって規

も，それが社会的に有効な，

能かどうかという問題である

年後には，その生産手段に

したものであった。だから

，その生産手段の処理形態

ば，この生産手段は廃棄さ

制される。換言すれば，回

つまり，その商品を利用

。

社会的減価あるいは価値破

，５年後に，その生産手段

が異なってくる。実際に，

れるであろう。そうではな

く，まだ使用

がある生産手

的に増価して

本家に賃貸す

る。

つまり，残

定の価格で売

価値としてはもとより，価値

段としてさらに賃貸すること

いる場合には，賃借者は継続

ることになる。その場合には

余の使用価値が社会的にみて

却することも可能である。そ

が物理的耐用年数の半分ほ

が可能である。あるいは，

してその生産手段の借用を

，この生産手段をめぐる賃

有用であれば，さらに一定

のいずれであっても，その

ど残っておれば， の価値

社会的減価ではなく，社会

求めるか，その他の工業資

借者相互の間に競争が生ず

の料金で賃貸できるし，一

残存価値が市場で実現され

るならば，そ

潤は，商品に

かつ加速度的

価値部分の実

商品貸付とい

もっとも，

れは商品貸付資本にとっては

含まれていた特別剰余価値を

な資金回収方式によって擬制

現によって得られたものであ

う形態をとることによって生

この追加的なメリットなるも

超過利潤を追加的にもたら

実現したものではない。こ

価値を実現した結果，返却

る。そして，これは貸付資

ずる資本蓄積上の追加的な

のは，貸し付けた生産手段

すことになる。この超過利

の超過利潤は，まさに早期

された生産手段に残された

本が，貨幣貸付ではなく，

メリットである。

の経済的耐用年数を５年間

（ ）



と設定したのだ

うした追加的メ

の矛盾が生ずる

立命館経済

から，会計計算の上では生じ

リットによる超過利潤の取得

のは，貸付られたのが貨幣で

学（第 巻・第３号）

てこない筈のものである。そ

が可能となることは，一つの

はなく商品形態にある生産手

れにもかかわらず，こ

社会的矛盾である。こ

段だからである。つま

り経済的耐用年

ム）と，商品の

差が超過利潤の

商品貸付資

これまで，商

段）の価値と擬

数による原価償却を済ませ

物理的耐用年数はまだ残存し

源泉となるのである。

本による擬制価値の取得と社

品貸付資本が早期かつ加速

制価値，それから利子を取得

たという貸付資本家の頭の中

ているという現実的存在形態

会的再生産

度的な資金回収を行うことに

するという構造を明らかにし

での計算（会計システ

との矛盾であり，その

よって，商品（生産手

てきた。この擬制価値

の取得は，これ

交換を前提とし

してくれば，こ

つまり社会経済

そして，この

会計上の計算と

つ資本蓄積上の

よって規定され

が全く個別的な事例であれば

た価値法則から逸脱するもの

れは明らかに虚偽の社会的価

的な概念として措定されるの

ような早期かつ加速度的な資

してではなく，現実に実現さ

積極的なメリットとなるばか

た資本の存在形態として一つ

，この擬制価値は欺瞞的な価

である。だが，それが社会的

値であるにもかかわらず，擬

である。

金回収方式によって生ずる擬

れれば，この擬制価値の存在

りか，まさに商品貸付という

の概念が確立してくる。そし

格である。つまり等価

一般的に通用し，定着

制価値の一形態として，

制価値の取得が，単に

は，商品貸付資本がも

特殊な資本蓄積方式に

て，この蓄積方式の特

殊性が商品貸付

マルクスは，

値部分と利子を

を貨幣貸付資本

資本蓄積の危機

速度的回収方式

運動は，まさに

資本の本質的な規定となる。

商品貸付資本を貨幣資本の特

均分化して定期的に回収する

の一形態とする限りでの，い

的段階において商品貸付資本

によって生ずる擬制価値の取

商業資本の転化形態として，

殊な一形態として把握し，年

という設定をしていた。この

わば論理的な規定であった。

が展開する特殊な資金回収方

得構造を説明することはでき

つまり資本回収を早期かつ加

々の摩損に対応した価

設定は，商品貸付資本

だが，これだけでは，

式，つまり早期かつ加

ない。商品貸付資本の

速度的に行うという形

態を通じて，利

おける過剰商品

う役割を果たし

ところで，こ

ような影響を諸

社会的再生産

な経済関係であ

潤追求するのである。そして

の価値実現を，商品貸付とい

，そのことによって利潤を獲

のような擬制価値を含む生産

階級に及ぼすかという問題に

との関連でみれば，最も重要

る。併せて賃借した生産手段

，社会的再生産という視点か

う形態でもって，早期かく加

得するのが商品貸付資本なの

手段の賃貸料が，社会的再生

ついても，一定の検討をして

なのは，その生産手段を賃借

と結び付けられる労働者との

らみれば，流通過程に

速度的に促進するとい

である。

産の過程においてどの

おく必要がある。

した生産者との直接的

関連や貸付対象となる

生産手段を生産

まず第一に，

式によって設定

待利潤率を想定

なければ，あえ

した生産手段を

している産業資本との関連が

生産手段を賃借した産業資本

された賃貸料は，いかにも苦

すれば，この高い賃貸料は苦

て生産手段を賃借することは

如何に効率良く使用するかと

問題となる。

家にとってみれば，「早期か

痛である。だが，超過利潤を

痛でなく，むしろ夢をもった

ない。むしろ問題は，限られ

いうことが課題となる。そこ

つ加速度的な」回収方

もたらすような高い期

悦びである。その夢が

た賃借期間内に，賃借

で借用者は，早期かつ

（ ）



加速度的な返

ける生産手段

借用した生産

商品貸付

済方式に対応したような生産

の終日的な 働である。例え

手段を効率よく使用して，そ

資本と擬制価値（杉野）

手段の使用方式を採用する

ば，一日三交代制を導入す

の価値を加速度的に移転を

。つまり，賃借期間中にお

ることによって，期間中に

するような生産方式を採る

ことになる。

それによって

ここで留意

場する工業資

設定は逆倒し

加速度的な償

能とするので

それだけではない。この工業

生産した商品価格を決定して

しておくべき点がある。本稿

本家が商品貸付資本の運動に

ている。むしろ，生産過程に

却方式の普遍化が，商品貸付

ある。これが論理展開の本筋

資本家もまた早期かつ加速

いくことになる。

では，研究対象が商品貸付

規定されるという論理設定

おける工業資本の償却方式

資本をして，そのような資

であって，その逆ではない

度的な償却方式を採用し，

資本であるので，ここに登

となっているが，この論理

の変化，すなわち早期かつ

本回収方式をとることを可

。。

もとより，

条件とも関連

者が生産した

いうこともあ

第二に，労

間の雇用形態

労働者階級の

和せざるをえ

工業資本にとっての価値実現

しているので，ここでは論じ

商品といえども，実際に販売

りうる。それが資本制経済の

働者階級にとってみれば，生

を強要されることになる。そ

組織的な反対闘争が強まれば

ず，その場合には，擬制価値

問題もあるが，それは生産

ない。ただ，好調な市場状

する時には，その市場状況

特質だからである。

産手段の終日的な 働は，

れが日常的な家庭生活にも

，生産資本家（機能資本家

を含んだ貸付商品価格が次

手段を借用する場合の市場

況を見越して賃借した生産

が変化し，売れ行き不調と

不規則出勤と臨時的な短期

悪影響を及ぼすことになる。

）は，厳しい労働条件を緩

第に重く，苦痛となる。

第三に，賃

回収すれば，

金ないし支払

品貸付資本が

だから，工業

ことが可能と

そして第四

貸用の生産手段を生産した工

それだけ生産した生産手段の

期日の短い手形を受け取るこ

，商業資本と同じように資本

資本家は生産手段を等価でな

なる。もとより，このことは

に，景気循環との関連で，商

業資本にとってみれば，商

価値実現を早期に行うこと

とになる。そのことは，貨

の回転を早めるという機能

く，利潤の一部を差し引い

，ここでの本質的な問題で

品貸付資本の運動について

品貸付資本が早期に資金を

が可能となる。つまり，現

幣資本の転化形態である商

を果たすことを意味する。

て商品貸付業者に販売する

はない。

検討しなくてはならない。

単純化して言

そうは言って

景気循環との

る。

早期かつ加

お使用価値と

は，次の四つ

えば，好況の時は商品貸付も

も，不況の時だから，もし安

関連で特に問題となるのは，

速度的な償却方式によって，

価値は残存している。したが

の存在形態をとる。その一つ

順調であるが，不況の時は

い賃貸料であれば，賃借者

回収された商品（生産手段

原価償却を済ませた生産手

って，この経済的に原価償

は，前述のように，なお貸

その逆である場合が多い。

は増えることもありうる。

）と景気循環との関連であ

段（商品）といえども，な

却された商品（生産手段）

付商品として賃貸している

場合である。

の使用価値と

納され，そこ

景気循環と

資本家にとっ

自体は負担と

第二に，所有権を放棄して，

して，例えば中古車を鉄くず

で堆積されている場合である

の関連で問題となるのは，こ

ては，すでに原価償却を済ま

なる。その負担から免れるた

最後の賃借者に無償譲渡す

として売却する場合である

。

の第四の場合である。この

せているとはいえ，その生

めに，第二，あるいは第三

る場合であり，第三は，別

。そして第四に，倉庫に収

第四の場合には，商品貸付

産手段を保管していること

の場合が生ずることは説明

（ ）



を要しない。

問題は，そう

る。その理由は

立命館経済

した負担があるにも係わらず

，その生産手段の市場価格が

学（第 巻・第３号）

，中古の商品をなぜ保管して

生産価格を上回り，安い生産

いるかということであ

手段が市場で不足する

ようになれば，

っては販売でき

産現場に引き出

ここに貨幣貸

という商品であ

産手段が価値破

合には生産手段

使用価値，そして価値も残存

ることもあるからである。そ

され，追加的な利潤を取得す

付資本や商業資本の運動には

るということに付随した資本

壊された場合には，こうした

は廃棄されるか，鉄屑として

している中古品も賃貸する機

うなれば，倉庫に保管されて

ることが可能となるからであ

ない特殊なメリット，すなわ

蓄積上の特殊なメリットがあ

生産手段の価値復活や増価は

売却されるであろう。

会がうまれ，場合によ

いた生産手段が再び生

る。

ち貸付商品が生産手段

る。もっとも，その生

ありえないし，その場

したがって，

益）との対抗関

あるいは倉庫業

な運動を補完す

以上，商品貸

に問題の焦点と

であった。いわ

の論理としては

原価償却を済ませた商品の保

係のうえで行われるのである

業は，商品流通を媒介する手

る役割とを併せもつことにな

付資本が生産手段を賃貸する

なるのは，出来るだけ早期に

ば，利子の確保は二次的な問

貨幣貸付資本の一形態である

管は，保管に要する経費とこ

。ここには明らかに投機性が

段としての基本的な役割と，

る。

場合の経済的諸関係について

，それも加速度的に生産手段

題に過ぎなかった。このこと

としても，現実的には，そし

の特殊なメリット（利

ある。かくして，倉庫

商品貸付資本の投機的

論じてきた。この場合

の価値を回収すること

は商品貸付資本が一つ

て機能的には，むしろ

商業資本の特殊

生産価格よりも

運動形態をとる

そのことによっ

貨幣貸付資本と

では，早期か

であるとした場

な一形態として運動している

安く生産手段を購入し，それ

だけでなく，まさに早期かつ

て利潤を獲得する資本なので

同様に貸付に伴う利子の取得

つ加速度的な資金回収方式に

合，その商品貸付資本が入手

ことを明らかにしている。だ

を販売することによって利潤

加速度的な資金回収方式に基

ある。そこに商品貸付資本の

はしていても，それは二次的

よる資本蓄積運動が，商品貸

する利潤はどこからくるのか

から商品貸付資本は，

を取得する商業資本の

づいて商品を賃貸し，

本質があるのであり，

なものでしかない。

付資本の本質的な運動

。それは言うまでもな

く，その利潤

超過利潤である

業利潤の分け前

を賃借した生産

れるのである。

によって生ずる

商品貸付資本に

（利子という現象をとる）の源

。つまり，借り手が超過利潤

にありつくことができるので

資本家が得た平均利潤を超え

さらに，この商品貸付資本が

資本回収上の種々のメリット

とって超過利潤をもたらすも

泉は，まさに生産手段を借用

を取得できる場合においての

ある。つまり，この種類の商

る利潤，すなわち超過利潤の

貸す商品が生産手段であると

があることも明らかにしてき

のである。

した生産者が獲得した

み，商品貸付資本は企

品賃貸料は，生産手段

大きさによって規定さ

いう使用価値の特殊性

たが，そのいずれも，

だが，そうし

での検討課題と

）「減価」

命館経済

たメリットは，貸付商品が消

なる。

および「価値破壊」の概念につ

学』，第 巻３・４号， 年９

費手段の場合にも存在するの

注

いては，拙稿「資本価値の破壊

月）を参照のこと。

かどうか，それが次節

に関する若干の問題」（『立

（ ）



なお

の進行

こと，

商品貸付

，木村和三郎氏は「固定資本の

につれてそれの使用価値物が磨

この過程を『減価』と認識する

資本と擬制価値（杉野）

生産工程における自己運動，即ち

滅するにつれて，その価値は，そ

こと」（『減価償却研究』，淡清堂

生産的労働を媒介として生産

のまま，生産物へ移転される

，昭和 年， ページ）とし

ている

あくま

移転的

）「工

資本と

本論』

る。し

業一般

経済学

。しかし，この過程を再生産的

でも，社会的な関係，市場価格

減価」という概念を提起してい

業資本」という用語は，

して 訳されてきた。一例をあ

，第 巻，第１分冊， ページ

かし，「産業資本」というのは，

に投下されている諸資本を包括

的に明らかにする場合には，一

にみれば，価値は移転されるだけ

の下落によって生ずるものである

るが，この点については，後に検

を 訳したものであ

げれば，商品取引資本を取り扱っ

）の 訳でも，

工業資本，商業資本，農業資本

した概念である。したがって，工

般的な範疇である「産業資本」で

で，減価していない。減価は

。また，馬場克三氏は「価値

討することにしている。

る。これまでは，これが産業

ている箇所（大月書店版『資

を産業資本と 訳してい

，銀行資本などのように，産

業資本と商業資本との関連を

はなく，これを工業資本とし

て 訳

）「実

拙稿

）

「商業

いたが

） 宮内

してい

お，宮

しておく。この際，農業資本も

現利潤率」という範疇は高木幸二

「利潤率の諸概念について」（九州

利潤」を参照せよ。なお，マルク

，この 章では用語上の区別を

義彦氏は，『リースの知識』（第

る。本稿で展開している商品貸

内氏の区分によるリースについ

含まれるが，用語上は，これを捨

郎教授によって提起されたもの

大学『産業労働研究所報』，

マル

スは，商人資本と商業資本との

していない。

８版，日経文庫， 年）の中で

付資本の概念は，宮内氏の区分に

ては，商業資本の論理展開に加え

象することになる。

である。その概念については，

年８月）を参照のこと。

クス『資本論』第 巻第 章

概念的区別を明確に理解して

，リースとレンタルとを区別

よれば，レンタルである。な

て，独占利潤論や国家権力を

ふまえ

） 宮内

る。設

ない。

）

「信用

として

）「虚

て論ずる必要がある。

義彦氏は，商品貸付を「設備調

備調達を「一種の金融手段」と

もともと，商品賃借と資金調達

と架空資本」で，エンゲルスは

用いている。

偽の社会的価値」については，拙

達の一手段（一種の金融手段）」

みなすことは，賃借者側からは可

とは明確に異なった概念なのであ

マル

「架空資本」という用語を本文で

稿「市場調整的生産価格と虚偽

（前掲書， ページ）としてい

能だが，賃貸者側からはでき

る。

クス『資本論』第 巻第 章

一度だけ使用し，これを表題

の社会的価値」（『立命館経済

学』第

６号，

） 馬場

） 同上

）

刊行委

）

）

なって

巻３・４号， 年 月）お

年２月）を参照のこと。

克三『減価償却論』（著作集第

書，５ページ。

員会訳，大月書店， 年，

，前掲 訳書， ペー

，前掲 訳書，

いるが，これを「定期的に」と

よび「地代論争と虚偽の社会的価

巻），千倉書房，昭和 年，６ペ

， ， ，『資本論４

ページ。

ジ。

ページ。なお， 訳では

杉野が改訳した。

値」（『立命館経済学』第 巻

ージ。

』，マルクス エンゲルス全集

を「周期的に」と

）

行委員

）

） 木村

） 馬場

だが，

きであ

会訳，大月書店， 年，

，前掲 訳書， ペー

和三郎『減価償却研究』，淡清堂

克三氏は減価償却に関連して，

「財産的減価」という用語は，財

る。したがって，財産的減価と

，『資本論４』，

ページ。

ジ。

出版，昭和 年， ページ及び

「財産的減価と価値移転的減価」

貨のいろんな「価値減少」の諸

いう概念を馬場氏のように「災害

マルクス エンゲルス全集刊

ページを参照。

という概念を提起している。

形態を包括した概念とみるべ

，不適応あるいは陳腐化など

（ ）



のために

論』，馬場

ずる。

立命館経済

当の固定資本そのものの使用が

克三著作集 ，千倉書房，昭和

学（第 巻・第３号）

不可能となる場合の価値減少（喪

年， ページ）と規定してし

失）である」（『減価償却

まうと，幾つかの問題が生

第一に

ている。

きである

第二に

の特殊な

第三に

少ではあ

用するの

第四に

，「財産的減価」という概念の中

だが，この二つは，価値減少の原

。

，災害という非社会的な突発的要

場合とすべきである。

，馬場氏のいう「減価」は，新し

っても，社会的に見れば，価値は

は不適切である。

，市場価格の下落による減価は，

には，自然的損耗（物理的損耗

因が異なるので，価値的視点か

因を持ち込んでいるが，これは

い生産物への価値移転のことで

減少しない。したがって，ここ

価格の上昇によって増価するこ

）と社会的減価とが混在し

らは両者を明確に区別すべ

物理的損耗（自然的損耗）

あって，個別的には価値減

で「減価」という用語を使

ともありうる。だが，陳腐

化による

は，拙稿

減価は価値破壊となるので，増価

「諸資本の競争と価値破壊」（前

することはない。「減価」と「

出）を参照されたい。

価値破壊」の違いについて

（ ）


